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こ
こ
で
扱
う
史
料
は
、
道
光
一
八
年
（
一
八
一
一
一
八
）
に
首
里
壬
府
か
ら
八
重
山
島
へ
達
せ
ら
れ
た
文
書
を
筆
写
・
集
成
し
た
も
の
で
、
か
っ
て
「
往
復
文
書
」
と
称
さ
れ
た
文
書
集
の
ひ
と
つ
で
あ
る
。
ハ
ワ
イ
大
学
が
調
査
・
撮
影
し
た
マ
イ
ク
ロ
に
よ
る
も
の
で
、
表
紙
に
表
題
な
ど
は
み
え
な
い
が
、
付
菱
紙
に
「
Ｍ
道
光
十
八
戌
年
御
手
形
写
」
と
あ
り
、
漢
字
の
上
に
ロ
ー
マ
字
で
読
み
を
付
し
て
あ
る
。
こ
の
史
料
は
八
重
山
の
喜
舎
場
永
殉
家
文
書
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
マ
イ
ク
ロ
製
本
版
は
、
法
政
大
学
沖
縄
文
化
研
究
所
で
は
『
八
重
山
文
書
（
喜
舎
場
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
型
）
』
と
し
て
い
る
。
こ
の
版
で
は
、
本
史
料
は
表
紙
を
含
め
て
①
史
料
に
つ
い
て
道
光
一
八
年
「
御
手
形
写
」
所
収
の
江
戸
上
り
関
係
史
料
を
め
ぐ
っ
て
得
能
壽
美
テ
ィ
、
ネ
ッ
ロ
・
マ
ル
コ
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一
六
五
枚
（
丁
）
ほ
ど
で
（
重
複
が
数
箇
所
あ
る
）
、
③
で
述
べ
る
よ
う
に
文
書
の
数
え
方
に
課
題
が
残
る
が
、
最
も
多
く
み
れ
ば
一
四
九
点
の
文
書
を
収
め
る
こ
と
に
な
る
。
こ
こ
で
は
文
書
番
号
を
［
］
で
示
し
、
末
尾
の
参
考
史
料
に
掲
載
し
た
も
の
に
は
※
を
付
し
た
。
と
こ
ろ
で
、
八
重
山
関
係
の
往
復
文
書
集
は
、
ほ
か
に
も
い
く
つ
か
確
認
さ
れ
て
お
り
、
乾
隆
一
一
一
六
年
（
’
七
七
一
）
明
和
津
波
以
前
の
も
の
は
「
参
遣
状
」
、
以
後
は
「
御
手
形
写
」
と
称
さ
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
の
ち
に
「
御
問
合
控
」
と
い
う
名
称
も
あ
る
。
「
参
遣
状
」
「
御
手
形
写
」
は
、
同
じ
喜
舎
場
永
殉
家
文
書
や
豊
川
家
文
書
な
ど
で
確
認
さ
れ
て
お
り
、
た
と
え
ば
豊
川
家
文
書
「
参
遣
状
抜
書
」
は
康
煕
二
五
年
（
一
六
八
六
）
か
ら
乾
隆
一
一
一
○
年
（
一
七
六
五
）
ま
で
、
同
家
「
御
手
形
写抜書」は乾隆一一一六年から道光一○年（一八一一一○）までの文書が所収されている。それらと比較して、
本
史
料
は
道
光
一
八
年
の
正
月
か
ら
閏
四
月
ま
で
の
文
書
し
か
収
め
ら
れ
て
い
な
い
。
こ
の
よ
う
な
短
期
間
の
文
書
集
が
編
集
さ
れ
た
理
由
は
未
詳
だ
が
、
本
史
料
所
収
文
書
の
ほ
と
ん
ど
が
、
尚
青
へ
の
冠
船
と
江
戸
上
り
に
関
す
る
も
の
で
あ
る
。
最
初
の
頁
か
ら
文
書
の
前
半
が
欠
け
て
お
り
、
最
後
の
頁
の
文
書
も
後
欠
で
、
そ
の
最
初
と
最
後
の
文
書
が
冠
船
・
江
戸
上
り
に
関
係
し
な
い
と
い
う
の
も
、
指
摘
し
て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
道光一八年に「来子年江戸江御使者被差上候」があるので、御用布・御用物を八重山に注文を始め
る
と
い
う
文
書
［
※
３
］
が
、
全
体
で
も
三
番
目
に
掲
載
さ
れていること。さらに、江戸上りが延期になって「江
戸江御献上馬」も延期になったという文書［町］が、全体では最後から三番目に掲載されている。こ
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の
点
か
ら
み
て
も
、
本
史
料
は
、
道
光
一
八
年
に
お
け
る
冠
船
・
江
戸
上
り
に
関
連
し
た
文
書
の
集
成
を
意
識
し
た
も
の
と
し
て
、
現
状
か
ら
は
誤
り
は
な
い
。
本
史
料
の
特
質
の
ひ
と
つ
で
あ
る
道
光
一
一
八
年
の
冠
船
に
つ
い
て
は
、
本
史
料
に
も
興
味
深
い
内
容
の
も
の
が
あ
る
が
、
尚
家
文
書
に
多
く
の
記
録
が
あ
り
（
豊
見
山
二
○
○
八
五
一
五
～
五
一
七
頁
）
、
さ
ら
に
道
光
一
八
年
の
「
渡
名
喜
島
冠
船
日
記
」
も
紹
介
さ
れ
て
お
り
（
漢
那
・
田
口
二
○
○
八
）
、
あ
わ
せ
て
今
後
の
研
究
を
ま
ち
た
い
。
ま
た
、
本
史
料
に
は
冠
船
・
江
戸
上
り
の
準
備
期
間
で
あ
っ
て
も
、
通
常
の
上
納
な
ど
に
関
す
る
史
料
、
技
術
・
学
問
に
関
す
（１） 
る
史
料
な
ど
も
あ
る
が
、
こ
｝
」
で
は
江
戸
上
り
に
限
定
し
て
紹
介
を
試
み
る
。
江
戸
上
り
に
限
定
し
て
紹
介
す
る
理
由
は
、
共
同
で
研
究
に
あ
た
っ
た
テ
ィ
ネ
ッ
ロ
・
マ
ル
コ
氏
が
江
戸
上
り
研
究
に
業
績
が
あ
り
、
得
能
の
関
心
と
な
る
八
重
山
へ
の
物
品
の
注
文
が
江
戸
上
り
に
関
し
て
ま
と
ま
っ
て
い
る
こ
と
に
よ
る
。
な
お
、
そ
れ
ぞ
れ
の
関
心
領
域
が
明
確
な
た
め
共
同
執
筆
で
は
な
く
分
担
執
筆
と
し
た
の
で
（
テ
ィ
ネ
ッ
ロ
・
マ
ル
コ
氏
②
担
当
、
得
能
①
③
担
当
）
、
そ
れ
ぞ
れ
に
責
任
が
あ
る
の
は
も
ち
ろ
ん
だ
が
、
道
光
一
八
年
「
御
手
形
写
」
の
翻
刻
は
得
能
に
責
任
が
あ
る
。
【註】
（１） 
新
城
敏
男
氏
は
、
道
光
一
八
年
「
御
手
形
写
」
に
九
件
の
技
術
・
学
問
に
関
す
る
情
報
が
あ
る
こ
と
を
紹
介
さ
れ
て
い
る
（
「
近
世
期
八
重
山
に
お
け
る
技
術
・
学
問
に
つ
い
て
ｌ
家
譜
な
ど
を
中
心
に
ｌ
」
『
石
垣
市
史
の
ひ
ろ
ぱ
』
第
４
号
石
垣
市
総
務
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天
保
一
三
（
一
八
四
一
一
）
年
の
琉
球
使
節
に
つ
い
て
は
、
現
存
し
て
い
る
史
料
が
非
常
に
少
な
い
の
で
、
ほ
と
ん
ど
（１） 
研
究
さ
れ
て
い
な
い
。
本
稿
で
は
、
道
光
一
八
戌
年
「
御
手
形
写
」
と
い
う
史
料
を
紹
介
す
る
た
め
、
同
史
料
中
の
天
保
一
三
年
に
琉
球
使
節
が
派
遣
さ
れ
る
前
に
首
里
壬
府
か
ら
八
重
山
在
番
役
人
へ
出
さ
れ
た
指
示
に
注
目
し
た
。
首
里
王
府
は
、
琉
球
使
節
派
遣
を
理
由
に
八
重
山
に
様
々
な
命
令
を
下
し
た
。
そ
の
内
容
を
考
察
す
る
こ
と
に
よ
り
、
琉
球
使
節
の
準
備
に
つ
い
て
新
し
い
指
摘
が
で
き
る
と
思
わ
れ
る
。
琉
球
使
節
は
徳
川
幕
府
と
通
信
国
と
の
儀
礼
、
い
わ
ゆ
る
国
際
的
な
儀
礼
で
あ
る
と
同
時
に
琉
球
国
内
的
な
儀
礼
で
も
あ
り
、
周
辺
の
諸
島
々
に
も
負
担
を
伴
っ
た
重
要
な
行
事
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
天
保
一
一
年
の
慶
賀
便
の
延
期
の
理
由
を
述
べ
な
が
ら
、
天
保
一
一
・
｜
三
年
の
副
使
任
命
の
経
緯
を
明
ら
か
に
し
た
い
。
②
道
光
一
八
戌
年
「
御
手
形
写
」
か
ら
天
保
一
三
年
の
琉
球
使
節
の
慶
賀
使
準
備
を
み
る
は
じ
め
に
部
市
史
編
集
室
一
九
八
三
年
一
一
一
頁
）
。
（得能壽美）
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天
保
八
（
一
八
三
七
）
年
四
月
、
第
一
一
代
将
軍
徳
川
家
斉
は
次
男
、
徳
川
家
慶
に
将
軍
職
を
譲
っ
た
。
そ
の
後
、
従
来
ど
お
り
新
し
い
徳
川
将
軍
の
た
め
に
琉
球
使
節
の
派
遣
が
計
画
さ
れ
た
と
思
わ
れ
る
。
家
慶
の
た
め
の
慶
賀
使
の
準
備
に
つ
い
て
次
の
史
料
を
み
よ
う
（
３
）
。
来子年江戸江御使者被差上候□御用布・御用物井御使者役々御免□（銀）誹反布・諸品等、先例
を以手当仕置候様一一与之儀者去年申越置通二而、此節別紙注文井御使者役々御免銀注文差越候問、
随分入念位宜敷相調、当夏より来夏便迄一一皆同積登候様可被取計侯、是迄冠船二付而老大粧之御
用物相調候上、又候江戸立御用物調方別而可及難儀候得共、御先規難差欠御用品候［］を以、
屹与引励随分注文通位宜敷相調御要用全相弁候様、精々可被致下知候、此段申越候、以上
但、江戸蔵役・書役者来春上国仕候付、右面々注文品者当夏便二積登候様無之候而者間二不合候
問
、
其
心
得
可
有
之
候
戌
二
月
十
一
日
識
名
親
雲
上
八
重
山
島
／
在
番
こ
の
史
料
の
日
付
は
天
保
九
（
一
八
三
八
）
年
一
一
月
一
一
日
で
あ
り
、
首
里
王
府
か
ら
八
重
山
在
番
役
人
（
王
府
の
徳
川
家
慶
の
た
め
の
慶
賀
便
の
準
備
小
禄
親
方
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役
人
）
へ
の
通
達
で
あ
る
。
内
容
に
よ
る
と
、
来
る
子
年
、
つ
ま
り
天
保
二
（
’
八
四
○
）
年
に
琉
球
使
節
の
江
戸
参
府
に
あ
た
っ
て
、
去
年
よ
り
使
節
の
た
め
の
用
布
と
用
物
、
す
な
わ
ち
王
府
が
用
意
す
る
諸
品
（
③
で
の
分
類
Ａ
史
料
）
、
ま
た
使
者
御
免
銀
で
購
入
す
る
反
布
・
諸
品
、
す
な
わ
ち
使
者
た
ち
が
個
人
的
に
注
文
す
る
諸
品
（
同
Ｂ
史
料
）
な
ど
の
準
備
に
つ
い
て
通
達
が
あ
っ
た
。
今
回
別
紙
で
注
文
し
、
使
者
の
御
免
銀
で
諸
品
を
頼
ん
だ
の
で
、
入
念
に
準
備
を
調
え
、
今
年
の
夏
か
ら
来
年
の
夏
ま
で
に
す
べ
て
の
注
文
品
を
首
里
王
府
に
送
る
こ
と
を
命
じ
て
い
る
。
近
年
に
は
清
朝
の
冠
船
の
歓
迎
（
一
八
三
八
年
、
い
わ
ゆ
る
「
戌
の
御
冠
船
」
）
の
た
め
に
様
々
な
品
を
調
え
、
ま
た
江
戸
参
府
の
た
め
の
用
物
を
求
め
る
の
は
大
変
な
負
担
で
あ
る
が
、
先
例
の
と
お
り
必
ず
命
令
に
従
っ
て
注
文
品
を
調
達
し
て
（９）） 
首
里
王
府
に
送
る
｝
」
と
。
し
か
し
、
蔵
役
と
書
役
は
来
年
の
夏
に
琉
球
館
で
勤
務
す
る
た
め
に
上
国
す
る
の
で
、
彼
等
が
注
文
し
た
諸
品
が
今
年
の
夏
ま
で
到
着
し
な
い
と
問
に
合
わ
な
い
と
い
っ
て
い
る
。
こ
れ
か
ら
み
る
と
、
天
保
一
三
年
の
慶
賀
便
は
、
最
初
に
天
保
一
一
年
に
予
定
さ
れ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
史
料
中
で
去
年
と
い
う
の
は
天
保
八
（
一
八
一
一
一
七
）
年
の
こ
と
で
あ
り
、
す
な
わ
ち
家
慶
が
将
軍
に
襲
職
し
て
（
四
月
）
ま
も
な
く
新
し
い
将
軍
の
た
め
の
慶
賀
使
が
計
画
さ
れ
、
そ
の
後
す
ぐ
使
節
に
関
わ
る
諸
準
備
が
始
ま
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
こ
の
史
料
か
ら
み
る
と
、
首
里
王
府
は
自
ら
の
力
だ
け
で
は
で
き
ず
、
先
例
ど
お
り
江
戸
参
府
の
使
節
の
準
備
に
あ
た
っ
て
八
重
山
に
様
々
な
要
求
を
す
る
こ
と
が
わ
か
る
。
冠
船
の
歓
迎
に
対
し
て
も
同
様
で
あ
っ
た
。
次
の
史
料
［
Ｍ
］
は
、
慶
賀
使
の
た
め
に
使
者
が
八
重
山
側
に
注
文
し
た
諸
品
物
（
Ｂ
史
料
）
に
関
わ
る
記
録
で
あ
る
。
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調
文
拾八舛紺嶋細上布壱反、長八尋、はシ壱尺一一一寸
但
、
御
蔵
模
様
弐
番
図
之
通
右、上国二付入用御座候間、八重山島江御説所望可被下侯、以上、
戌
二
月
浦
添
王
子
使
賛
／
内
間
里
之
子
親
雲
上
こ
の
史
料
も
首
里
王
府
か
ら
八
重
山
在
番
役
人
へ
の
文
書
で
あ
り
、
そ
の
日
付
は
天
保
九
（
一
八
三
八
）
年
一
一
月
で
あ
る
。
内
容
は
上
質
の
布
を
注
文
す
る
記
録
で
あ
り
、
寸
法
と
模
様
に
つ
い
て
詳
し
く
説
明
が
あ
る
。
一
番
注
目
し
た
い
の
は
、
注
文
し
た
方
の
こ
と
で
あ
る
。
浦
添
王
子
は
天
保
一
三
年
の
慶
賀
便
の
正
使
で
あ
っ
た
の
で
、
同
じ
く
天
保
二年のときから正使に選ばれたと思われる。使賛とは正使の供であり、内間里之子親雲上は天保一
三
年
に
正
使
の
使
讃
と
し
て
江
戸
ま
で
上
っ
た
の
で
、
浦
添
王
子
の
よ
う
に
使
節
が
予
定
さ
れ
た
最
初
か
ら
選
ば
れ
た
と
思
わ
れ
る
。
興
味
深
い
の
は
、
使
者
（
右
の
史
料
で
は
使
讃
）
が
、
個
人
的
に
琉
球
使
節
（
こ
の
場
合
、
上
国
は
江
戸
参
府
を
意
味
す
る
）
を
理
由
に
必
要
な
品
物
を
注
文
し
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
次
の
史
料
［
肋
］
を
み
よ
う
。
調
文
一
、
弐
拾
舛
紺
嶋
細
上
布
弐
反
、
長
八
尋
、
は
坐
壱
尺
三
寸
シ
、
但
、
御
蔵
模
様
弐
番
・
四
番
図
之
通
一
、
海
鼠
拾
五
粒
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右、来子年上国仕候付入用御座侯間、八重山島江御説所望可被下侯、以上
戌
正
月
楽
師
／
牧
志
里
之
子
親
雲
上
この史料からも、琉球使節に選ばれた使者は個人的に必要なものを要求していることがわかる。こ
（３） 
の場合は座楽に演奏する楽師牧志里之子親壺一三上による注文の記録である。使者の注文に関してもう一
つの例を挙げる。次は儀衛正に関する記録である（ｍ］）。
調
文
一、弐拾舛紺嶋細上布壱反、長八尋、幅壱尺三寸五分
一
、
拾
八
舛
紺
嶋
細
上
布
壱
反
、
長
八
尋
、
幅
壱
尺
三
寸
五
分
但
、
弐
行
御
蔵
図
小
模
様
見
合
一
、
海
鼠
三
拾
ヲ
右
、
来
子
年
江
戸
立
二
付
儀
衛
政
（
マ
マ
）
［
］
仕
候
付
入
用
御
座
候
問
、
八
重
山
［
］
所
望
可
被
下
侯
、
戌
正
月
儀
衛
正
／
伊
計
親
雲
上
この史料も前の史料と同じ内容であり、ここでは儀衛正として任命された伊計親雲上が江戸参府の
ために必要な品物を頼んだのである。以上のすべての史料からみると（③表Ｂ参照）、使節に選ばれ
た
使
者
は
自
ら
の
役
割
の
た
め
に
諸
品
を
注
文
し
た
。
日
付
か
ら
み
る
と
、
使
者
た
ち
は
、
そ
れ
ぞ
れ
異
な
る
日
に
注
以上
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文
し
て
い
る
の
で
、
直
接
に
八
重
山
の
在
番
役
人
に
書
簡
な
ど
を
出
す
こ
と
な
く
、
③
に
指
摘
が
あ
る
よ
う
に
、
首
里
王
府
に
必
要
な
品
物
の
リ
ス
ト
を
提
出
し
、
そ
の
後
壬
府
が
八
重
山
側
に
調
達
の
書
簡
を
送
る
の
で
あ
る
。
以
上
引
用
し
た
史
料
を
通
じ
て
、
首
里
王
府
に
と
っ
て
だ
け
で
は
な
く
、
八
重
山
に
と
っ
て
も
江
戸
参
府
の
琉
球
使
節
や
清
朝
の
冠
船
に
、
大
き
な
負
担
を
伴
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
当
然
で
あ
る
が
、
王
府
が
支
配
し
て
い
た
周
辺
の
諸
島
々
に
も
同
じ
く
負
担
さ
せ
た
と
思
わ
れ
る
（
③
参
照
）
。
琉
球
使
節
の
江
戸
参
府
は
、
琉
球
が
自
ら
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
を
維
持
す
る
た
め
に
不
可
欠
な
儀
礼
で
あ
る
の
で
、
使
者
の
用
物
、
進
物
な
ど
の
準
備
に
あ
た
っ
て
、
王
府
を
は
じ
め
諸
島
々
に
い
た
る
ま
で
負
担
が
及
ん
だ
国
内
的
な
行
事
で
も
あ
っ
た
。
そ
し
て
、
琉
球
使
節
の
準
備
に
関
し
て
、
使
者
は
選
ば
れ
て
か
ら
個
人
的
に
王
府
に
対
し
て
様
々
で
詳
細
な
注
文
を
し
た
こ
と
に
つ
い
て
も
指
摘
で
き
る
。
だ
が
、
江
戸
参
府
に
で
か
け
る
す
べ
て
の
使
者
で
は
な
く
、
正
使
以
下
楽
正
ま
で
の
使
者
の
み
こ
の
よ
う
な
要
求
が
で
き
た
と
思
わ
れ
る
。
今
回
紹
介
し
た
史
料
、
道
光
一
一
八
戌
年
「
御
手
形
写
」
に
は
、
使
者
の
諸
注
文
に
つ
い
て
い
ろ
い
ろ
な
記
録
が
あ
る
の
で
、
今
後
全
体
の
史
料
を
使
用
し
た
上
で
、
こ
の
課
題
に
対
す
る
さ
ら
に
進
ん
だ
研
究
が
な
さ
れ
る
こ
と
を
期
待
す
る
。
前
述
し
た
よ
う
に
、
天
保
一
三
年
の
琉
球
使
節
は
、
最
初
に
天
保
一
一
年
に
予
定
さ
れ
た
。
池
宮
正
治
氏
は
こ
の
延
期
に
つ
い
て
「
も
う
一
つ
大
き
な
問
題
は
、
第
一
一
一
代
将
軍
家
慶
が
一
八
三
七
に
襲
封
し
、
そ
の
慶
賀
使
派
遣
に
つ
い
一
一
天
保
二
年
の
慶
賀
使
の
延
期
と
副
使
任
命
の
経
緯
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て
で
あ
る
。
こ
の
頃
ち
ょ
う
ど
冊
封
使
を
迎
え
て
い
た
の
で
、
時
期
を
若
干
お
く
ら
せ
て
い
た
の
で
あ
る
」
と
述
べ
て
（４） 
い
る
。
す
な
わ
ち
、
首
里
王
府
が
翌
道
光
一
八
（
一
八
一
二
八
）
年
に
冊
封
便
を
迎
え
た
の
で
、
琉
球
使
節
の
江
戸
参
府
が遅れたといわれている。この慶賀使の延期の理由は、八重山の史料団］にみられる。
来子年江戸立之筈二而御用之反布・諸品井御使者役々御免銀注文□□諸品等当夏方来夏便迄一一皆
同
積
登
候
様
申
越
置
候
処
、
江
戸
西
御
丸
炎
上
一
一
付
、
江
戸
立
被
召
延
、
御
普
請
成
就
之
上
年
限
□
被
仰
渡
段
此
節御国元より申来候、右二付而者都而之反布・諸品調方差扣、年限相知，甲越候節調達差登候様可
被
申
渡
候
、
此
段
申
越
候
、
以
上
戌
閏
四
月
小
禄
親
方
八
重
山
島
／
在
番
こ
の
史
料
の
日
付
は
天
保
九
（
一
八
一
一
一
八
）
年
閨
四
月
で
あ
り
、
首
里
王
府
か
ら
八
重
山
在
番
役
人
に
出
さ
れ
た
文
書
で
あ
る
。
内
容
に
よ
る
と
、
天
保
一
一
年
の
慶
賀
便
に
あ
た
っ
て
様
々
な
準
備
が
進
み
、
御
用
の
反
布
・
諸
品
と
御
使
者
役
々
御
免
銀
注
文
の
諸
品
な
ど
を
、
今
年
の
夏
か
ら
来
年
の
夏
ま
で
の
間
に
調
達
し
、
壬
府
に
送
る
こ
と
が
八
重
山
側
に
命
じ
ら
れ
て
い
た
。
し
か
し
、
「
江
戸
西
御
丸
炎
上
」
を
理
由
に
慶
賀
使
が
延
期
さ
れ
た
こ
と
を
伝
え
て
い
る
。
江
戸
城
西
の
丸
の
普
請
が
成
就
す
る
ま
で
に
は
時
間
が
か
か
り
、
完
成
し
て
か
ら
改
め
て
幕
府
は
使
節
に
関
す
る
指
示
を
出
す
、
と
い
う
情
報
が
薩
摩
藩
か
ら
王
府
に
伝
え
ら
れ
た
。
そ
し
て
、
そ
の
と
き
ま
で
、
従
来
ま
で
頼
ん
だ
諸
品
を
送
ら
な
い
よ
う
に
命
令
し
た
。
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後
で
述
べ
る
よ
う
に
、
小
禄
親
方
と
い
う
の
は
、
こ
の
段
階
で
は
慶
賀
使
の
副
使
で
あ
っ
た
。
す
な
わ
ち
、
副
使
と
い
う
の
は
、
使
者
一
行
の
中
で
正
使
の
次
の
地
位
に
あ
る
使
者
で
、
東
ア
ジ
ア
の
儀
礼
を
熟
知
し
た
使
者
の
責
任
者
で
あ
っ
た
だ
け
で
は
な
く
、
琉
球
使
節
全
体
の
準
備
に
責
任
を
持
ち
、
延
期
な
ど
の
急
の
情
報
を
地
方
に
伝
え
る
役
割
も
持
っ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
『
徳
川
実
紀
』
で
は
江
戸
城
の
炎
上
に
つ
い
て
「
○
十
日
卯
上
刻
ば
か
り
西
城
台
所
よ
り
火
出
で
坐
。
書
院
番
所
の
（５） 
み
残
り
。
余
は
こ
と
ご
と
く
炎
上
し
て
」
と
記
録
し
て
い
る
。
ま
た
、
「
斉
興
公
史
料
』
で
は
、
「
天
保
九
戌
年
一
二
月
十
（６） 
日
西
丸
炎
上
、
御
台
所
ヨ
リ
出
火
奥
向
不
残
焼
亡
ス
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。
江
戸
城
西
の
九
は
天
保
九
（
一
八
一
二
八
）
年
一
一
一
月
一
○
日
の
午
前
五
時
ご
ろ
に
炎
上
し
た
。
両
方
の
史
料
か
ら
西
の
丸
が
非
常
に
大
き
い
被
害
を
受
け
た
こ
と
が
わ
か
る
。
西
の
丸
は
、
将
軍
職
か
ら
隠
退
し
た
大
御
所
（
家
斉
）
ま
た
は
将
軍
世
嗣
（
家
慶
）
の
住
む
場
所
で
あ
っ
た
。
ま
も
な
く
老
中
水
野
忠
邦
が
西
丸
造
営
掛
と
し
て
再
建
の
準
備
に
入
り
、
大
棟
梁
を
決
め
、
工
事
職
人
の
指
名
も
定
め
た
。
造
営
費
に
つ
い
て
は
、
諸
大
名
か
ら
上
納
金
が
寄
せ
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
翌
天
保
一
○
（
一
八
一
一
一
九
）
年
の
再
建
ま
で
、
著
し
い
経
費
が
か
か
っ
た
の
で
あ
る
。
『通航一覧続輯』によれば、天保一一一（’八三一一）年の謝恩使のお目見えの儀（将軍への最初の挨拶）
（【ｌ）
に
つ
い
て
、
「
｜
琉
球
人
、
御
本
丸
相
済
西
丸
江
登
城
」
と
記
録
さ
れ
て
い
る
。
同
じ
天
保
一
二
年
の
お
目
見
え
に
関
し
て
、
『
儀
衛
正
日
記
』
で
は
二
御
本
丸
西
御
丸
御
次
第
書
之
通
御
目
見
相
済
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。
以
上
の
史
料
が
示
す
よ
う
に
、
琉
球
使
者
は
江
戸
城
で
御
本
丸
で
の
儀
礼
が
終
わ
っ
て
か
ら
、
次
の
儀
礼
の
た
め
に
西
の
丸
に
入
る
こ
と
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（８） 
に
な
っ
て
い
る
の
で
、
西
の
丸
が
炎
上
し
た
理
由
で
琉
球
使
節
が
延
期
さ
れ
る
こ
と
は
理
解
で
き
る
。
そ
の
後
十
℃
、
琉
球
使
節
は
天
災
・
火
災
に
よ
り
延
期
さ
れ
た
例
が
あ
る
。
安
政
一
一
（
一
八
五
五
）
年
一
○
月
二
日
、
江
戸
は
大
地
震
に
襲
わ
れ
た
。
こ
の
安
政
大
地
震
に
よ
り
薩
摩
藩
の
屋
敷
は
大
被
害
を
受
け
、
そ
の
た
め
同
藩
は
安
政
三
年
に
予
定
さ
れ
た
琉
球
使
節
を
延
期
す
る
こ
と
を
幕
府
に
願
い
出
た
。
同
年
二
月
一
一
日
に
幕
府
は
、
薩
摩
藩
の
願
い
ど
お
り
慶
賀
便
（９） 
の参府を延期することを命形した。
天
保
一
一
年
の
慶
賀
便
は
、
江
戸
城
西
の
丸
の
炎
上
に
よ
っ
て
延
期
さ
れ
た
と
思
わ
れ
る
。
し
か
し
、
こ
の
ほ
ど
公
開
さ
れ
た
尚
家
文
書
（
那
覇
市
歴
史
博
物
館
）
に
、
内
題
が
「
道
光
十
七
年
丁
酉
秋
よ
り
翌
戊
戌
春
迄
下
御
状
御
書
（い）
付
写
天
保
八
年
御
奎
皀
院
」
と
い
う
史
料
が
あ
る
。
首
里
壬
府
と
薩
摩
藩
と
の
い
わ
ゆ
る
往
復
文
書
で
、
今
回
は
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
が
、
江
戸
城
西
の
丸
の
火
災
や
、
琉
球
使
節
の
延
期
に
関
す
る
や
り
と
り
も
あ
る
と
思
わ
れ
る
の
で
、
そ
の
全
貌
が
明
ら
か
に
な
る
で
あ
ろ
う
。
こ
の
課
題
に
つ
い
て
は
今
後
の
研
究
に
任
せ
た
い
。
次
に
、
天
保
一
三
年
の
慶
賀
便
の
と
き
の
副
使
任
命
の
経
緯
に
視
線
を
向
け
た
い
。
宮
城
栄
昌
氏
は
「
そ
の
孫
小
禄
親雲上良恭は一八○七年（喜慶一一一）翌年の御冠船に備えて躍職（楽童子）に任ぜられ、一八一一三年（天
保三年）の江戸上りには讃議官となり、一一八一一一七年（天保八）には一八四○年参府予定の慶賀副使に
任命された。一八四○年の江戸上りは一八四一一年（天保一三）に延期され、また良恭は一八一一一九年一一一
（、）
司
官
に
任
ぜ
ら
れ
た
た
め
、
副
使
と
７
〕
て
の
参
府
は
実
現
を
み
な
か
っ
た
」
と
述
べ
て
い
る
。
当
時
の
琉
球
使
節
延
期
の理由は前に述べたが、宮城氏によれば小禄親雲上良恭という人物は、冠船のための楽童子、江戸参
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府の讃議官の役割を経て、家慶のための慶賀使のときに最初に副使として選ばれたが、使節が延期さ
れ
、
そ
の
後
一
一
一
司
官
に
任
命
さ
れ
た
の
で
江
戸
参
府
に
加
わ
ら
な
か
っ
た
。
先
行
研
究
に
従
い
た
い
が
、
そ
の
背
景
に
（脳）
行
な
わ
れ
た
諸
行
事
を
明
ら
か
に
す
る
余
裕
が
あ
る
の
で
、
こ
れ
に
つ
い
て
考
察
し
た
い
。
次
の
史
料
を
み
よ
う
。
同
十
七
年
丁
酉
年
十
月
十
七
日
蒙
王
恩
遣
發
江
府
之
副
使
遵
太
守
之
命
錐
不
得
充
塞
用
功
労
准
同
副
使
其
言
上
罵
記
左
太
守
様
被
達
貴聞候虚、小禄親方儀実体成人柄一一而至極宜者之由候付、同通二茂可被仰付候得共、伊舎堂親
方儀去辰年謝恩使之節樂正二而被召列候虚、於営中御都合向宜皮（彼）是取馴候付、別段
思
召
之
訳
被
為
在伊舎堂江副使被仰付候、左候而小禄儀副使不被仰付候得共、兼而御用立勤功有之者之由候問、
副使同様勤功取訳有之侯様思召侯付、得其意可致取扱旨島津但馬殿よ里被仰渡候御書付取添
琉
球
館
聞
役
、
在
番
親
方
申
越
趣
有
之
候
問
、
弥
仰
渡
通
副
使
之
勤
功
御
取
持
被
仰
付
被
下
度
奉
存
候
事
右者来子年江戸江御使者被差上筈二而、正使以下樂正迄當夏御國元江如先規人柄御伺申上、小禄
二者副使奉伺候付
覚
写
小
禄
親
方
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酉
十
月
十
七
日
こ
の
史
料
は
「
馬
姓
家
譜
（
小
禄
家
）
」
の
記
録
で
あ
り
、
日
付
は
道
光
一
七
（
天
保
八
、
一
八
一
一
一
七
）
年
酉
一
○
月一七日である。「正使以下樂正迄當夏御國元江如先規人柄御伺申上」というのは、江戸参府の使者の
な
か
、
正
使
か
ら
楽
正
ま
で
の
任
命
に
つ
い
て
は
、
先
例
ど
お
り
、
す
な
わ
ち
従
来
ま
で
の
よ
う
に
琉
球
使
節
が
派
遣
する二、一一一年前に、薩摩藩に選ばれた使者のリストを送ることになっていた。内容からみると、首里
王
府
は
天
保
二
年
の
慶
賀
使
に
あ
た
っ
て
、
小
禄
親
方
を
副
使
と
し
て
薩
摩
藩
に
お
伺
い
を
立
て
た
が
、
島
津
斉
興
はそれに関して、小禄親方は副使として選ばれるのは適切な人柄ではあるが、伊舎堂親方は天保三（一
八
一
一
三
）
年
の
謝
恩
使
の
際
、
楽
正
と
し
て
江
戸
ま
で
上
っ
て
、
経
験
が
あ
る
の
で
副
使
と
し
て
任
命
す
る
に
は
も
っ
と
も
相
応
し
い
、
と
述
べ
た
。
つ
ま
り
、
王
府
の
要
求
に
応
じ
ず
、
斉
興
の
意
志
に
従
っ
て
副
使
が
選
ば
れ
た
。
こ
れ
（旧）
は
琉
球
使
者
の
任
命
に
関
し
て
、
薩
摩
藩
主
の
意
志
が
著
し
く
反
映
さ
れ
て
い
た
一
」
と
を
示
す
。
し
か
し
、
天
保
一
三
年
に
副
使
と
し
て
江
戸
ま
で
上
っ
た
の
は
、
座
喜
味
親
方
と
い
う
人
物
で
あ
っ
た
。
当
時
の
副
使
任
命
を
明
ら
か
に
す
る
よ
う
に
、
伊
舎
堂
親
方
、
小
禄
親
方
、
座
喜
味
親
方
の
そ
れ
ぞ
れ
の
家
譜
を
検
討
し
な
が
ら
島
津
斉
興
が
勧
め
た
伊
舎
堂
親
方
は
、
「
道
光
八
年
戊
子
十
月
七
日
為
謝
王
世
子
尚
育
公
承
跳
續
統
事
尚
氏
豊
見
城
王
子
朝
春
赴
干
江
府
之
時
奉
命
為
樂
正
」
と
い
う
経
験
を
し
、
そ
し
て
「
本
年
十
月
十
七
日
為
慶
賀
事
奉
命
為
説
明
し
た
い
。 以上
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〈Ｍ）
副使同年至十一一月病卒故不赴江府」こととなった。本年は道光一七ⅡⅡ天保一八（’八一一一七）年のことで
あ
り
、
一
○
月
一
七
日
に
副
使
と
し
て
任
命
さ
れ
た
が
、
一
二
月
（
八
日
）
に
病
死
し
た
た
め
江
戸
参
府
す
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。
小
禄
親
方
の
（応）
小
禄
親
方
の
「
馬
姓
家
譜
」
で
は
、
天
保
一
二
年
の
謝
恩
使
に
つ
い
て
右
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。
…且正使豊見城王子於御國元被致病死、讃議官普天間親雲上江正使勤被仰付候付普天間江豊見城
養子被仰付、平良按司者普天間嫡子被仰付候様御沙汰被為在候段被仰渡、其通一一而者段々御差支
相成事二而家督之儀順々嫡子江相續被仰付、普天間身分格式等之儀者御當地先規之通被仰付侯様可
奉願旨小禄江申含越趣有之…
す
な
わ
ち
、
正
使
豊
見
城
王
子
が
鹿
児
島
で
亡
く
な
り
、
そ
の
代
わ
り
に
正
使
と
し
て
讃
議
官
普
天
間
親
雲
上
が
任
命
さ
れ
、
改
め
て
讃
議
官
と
し
て
小
禄
親
方
が
選
ば
れ
た
。
伊
舎
堂
親
方
が
亡
く
な
っ
て
ま
も
な
く
の
天
保
八
年
、
小
（肥）
禄
親
方
の
家
裁
帽
に
は
次
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る
。
道
光
十
七
年
丁
酉
年
十
二
月
二
十
日
因
公
方
様
御
代
替
來
子
年
赴
江
府
為
副
使
〈
是
時
副
使
翁
氏
伊
舎
堂
親
方
盛
方
病
卒
故
為
此
使
後
因
任
法
司
官
交
代
其
使
〉
こ
の
史
料
が
示
す
よ
う
に
、
小
禄
親
方
は
道
光
一
七
Ⅱ
天
保
八
年
一
二
月
一
一
○
日
に
来
る
子
（
天
保
一
一
、
’
八
四
○
）
年
の
慶
賀
使
副
使
に
任
命
さ
れ
た
。
す
な
わ
ち
、
薩
摩
藩
主
が
勧
め
た
人
物
が
亡
く
な
っ
て
か
ら
、
王
府
が
任
命
し
た
方
が
副
使
と
し
て
選
ば
れ
た
の
で
あ
る
。
そ
の
後
、
前
述
し
た
よ
う
に
、
天
保
九
年
三
月
一
○
日
に
江
戸
城
西
の
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丸
が
炎
上
し
た
の
で
慶
賀
使
が
延
期
さ
れ
た
。
そ
の
問
、
小
禄
親
方
は
「
道
光
十
九
年
已
亥
十
一
月
十
五
奉
命
任
法
（灯）
司
官
」
、
す
な
わ
ち
一
二
司
官
に
任
命
さ
れ
た
の
で
、
天
保
一
一
一
一
年
の
琉
球
使
節
に
参
加
し
な
か
っ
た
。
次
の
史
料
を
み
（Ⅳ） 
司官」、（旧）
よう。この
史
料
は
「
毛
姓
家
譜
（
座
喜
味
家
）
」
の
記
録
で
あ
り
、
同
一
九
年
は
道
光
一
九
年
で
、
す
な
わ
ち
天
保
一
○
二
（円）
八
一
二
九
）
年
の
こ
と
で
あ
る
。
内
容
か
ら
一
一
月
一
日
に
座
喜
味
親
方
は
年
頭
便
と
し
て
任
命
さ
れ
、
翌
天
保
一
一
（
一
八
四
○
）
年
九
月
一
○
日
に
薩
摩
藩
在
勤
中
に
天
保
一
三
年
の
慶
賀
使
に
あ
た
っ
て
副
使
と
し
て
選
ば
れ
た
。
こ
れ
で
天
保
一
一
・
｜
三
年
の
副
使
任
命
の
経
緯
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。
ま
た
、
天
保
九
年
一
一
一
月
一
○
日
以
降
に
延
期
さ
れ
た
琉
球
使
節
は
、
天
保
三
年
九
月
一
○
日
に
副
使
が
任
命
さ
れ
た
こ
と
か
ら
判
断
す
る
と
、
そ
の
以
前
に
慶
賀
使
の
再
派
遣
が
計
画
さ
れ
た
と
思
わ
れ
る
。
「
中
山
世
譜
附
巻
」
の
道
光
二
○
年
条
が
、
「
遣
毛
氏
座
喜
味
親
方
盛
普
。
慶
賀
年
頭
。
兼
賀
太
守
様
。
因
江
府
造
作
西
丸
殿
時
。
奉
献
黄
金
。
蒙
賜
剣
刀
・
時
服
。
又
因
回
禄
作
災
。
延
焼
高
輪
御
屋
敷
。
西
門
長
屋
廻
等
処
。
奉
問
安
否
」
と
述
べ
て
い
る
よ
う
に
（
『
琉
球
史
料
叢
書
五
』
一
○
一
一
～
’
○
三
頁
）
、
同
じ
時
期
に
薩
摩
藩
主
は
西
之
丸
の
再
建
の
た
め
に
幕
府
に
黄
金
を
献
上
し
、
ま
た
島
津
の
高
輪
屋
敷
の
西
門
長
屋
の
周
辺
も
類
焼
し
た
こ
と
か
ら
み
る
と
、
当
時
同
十
九
年
已
亥
二
月
朔
日
為
年
頭
慶
賀
之
事
奉
命
為
使
者
（
略
）
道
光
二
十
年
庚
子
九
月
十
日
在
魔
府
之
時
因
公
方
様
續
統
為
慶
賀
之
事
奉
命
為
副
使
〈
正
使
尚
氏
浦
添
王
子
朝憲〉
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の
薩
摩
藩
の
出
費
は
多
か
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
こ
れ
も
慶
賀
便
の
再
派
遣
に
影
響
を
与
え
た
と
思
わ
れ
る
。
最
後
に
、
琉
球
使
節
の
延
期
に
あ
た
っ
て
使
者
の
変
更
に
つ
い
て
考
え
た
い
。
前
述
し
た
よ
う
に
、
天
保
一
三
年
の
と
き
、
特
別
な
事
情
に
よ
っ
て
副
使
の
人
事
が
異
常
な
状
態
に
な
り
、
次
々
に
一
一
一
人
が
任
命
さ
れ
る
こ
と
に
至
っ
た
。
し
か
し
、
他
の
使
者
は
、
延
期
に
な
っ
て
か
ら
実
際
の
江
戸
参
府
に
出
か
け
た
の
か
。
基
本
的
に
一
番
地
位
の
高
い
使
者
は
変
更
す
る
こ
と
な
く
江
戸
ま
で
行
く
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
特
別
な
事
情
に
よ
っ
て
変
更
す
る
使
者
も
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
例
え
ば
、
天
保
三
年
に
任
命
さ
れ
た
大
部
分
の
楽
童
子
は
変
更
さ
れ
た
。
楽
童
子
は
一
五
～
一
八
歳
位
の
男
子（ｍ） 
で
あ
る
の
で
、
延
期
に
な
っ
て
か
ら
一
一
・
一
二
年
が
経
つ
と
歳
を
と
っ
て
琉
球
使
節
メ
ン
バ
ー
と
し
て
不
適
当
と
な
る
。
一
方
で
、
楽
師
た
ち
は
ほ
と
ん
ど
変
わ
っ
て
い
な
い
。
ま
た
、
正
使
や
副
使
が
代
わ
る
と
、
そ
れ
ぞ
れ
の
使
讃
も
変
わ
る
と
思
わ
れ
る
。
今
回
の
史
料
に
で
て
き
た
正
使
浦
添
王
子
の
使
讃
内
問
之
子
親
雲
上
は
、
正
使
の
よ
う
に
延
期
に
な
っ
て
再
計
画
の
と
き
に
も
使
讃
と
し
て
任
命
さ
れ
た
。
た
だ
、
正
使
の
従
者
の
半
分
は
代
わ
っ
た
。
副
使
小
禄
親
方
の
使
讃
は
最
初
に
本
部
里
之
子
親
雲
上
が
選
ば
れ
た
が
、
実
際
に
江
戸
参
府
ま
で
で
か
け
た
の
は
祝
嶺
親
雲
上
と
譜
久
村
親
雲
上
で
あ
っ
た
。
こ
の
三
人
の
家
譜
は
確
認
で
き
ず
、
い
つ
任
命
さ
れ
た
か
、
彼
等
の
任
命
が
副
使
任
命
と
の
か
か
わ
り
が
あ
る
か
ど
う
か
確
認
で
き
な
か
っ
た
。
琉
球
使
者
の
任
命
に
あ
た
っ
て
は
薩
摩
藩
主
の
意
志
が
反
映
さ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
、
使
節
が
延
期
に
な
っ
た
ら
、
使
者
の
特
別
な
理
由
に
よ
っ
て
メ
ン
バ
ー
が
変
更
さ
れ
る
場
合
が
あ
る
。
今
回
具
体
的
に
確
認
で
き
な
か
っ
た
が
、
こ
れ
も
今
度
の
と
て
も
重
要
な
課
題
と
な
る
と
思
わ
れ
る
。
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本
稿
で
は
史
料
紹
介
を
目
的
と
し
て
天
保
一
三
年
の
琉
球
使
節
の
慶
賀
便
に
関
す
る
準
備
を
考
察
し
た
。
八
重
山
の
史
料
を
使
用
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
琉
球
使
節
、
ま
た
は
冠
船
に
関
わ
る
儀
礼
は
徳
川
幕
府
や
清
朝
と
首
里
王
府
、
い
わ
ゆ
る
支
配
者
と
朝
貢
国
と
の
儀
礼
だ
け
で
は
な
く
、
琉
球
王
国
内
で
も
首
里
王
府
と
周
辺
の
諸
島
々
、
す
な
わ
ち
小
さ
い
レ
ベ
ル
で
の
君
主
と
臣
下
と
の
関
わ
る
儀
礼
で
も
あ
っ
た
こ
と
が
明
ら
か
に
な
る
と
思
わ
れ
る
。
ま
た
、
天
保
二
年
の
慶
賀
便
の
延
期
の
理
由
と
副
使
の
任
命
経
緯
に
つ
い
て
も
指
摘
し
た
。
【註】
（
１
）
琉
球
使
節
に
関
し
て
は
、
宮
城
栄
昌
氏
は
全
体
的
に
使
節
の
構
成
な
ど
の
詳
細
を
明
ら
か
に
し
た
（
宮
城
栄
昌
『
琉
球
使
節
の
江
戸
上
り
』
第
一
書
房
、
’
九
八
二
年
）
。
横
山
学
氏
は
、
日
本
側
の
琉
球
認
識
と
出
版
文
化
を
検
討
し
た
（
横
山
学
『
琉
球
国
使
節
渡
来
の
研
究
』
吉
川
弘
文
館
、
一
九
八
七
年
）
。
紙
屋
敦
之
氏
は
政
治
・
外
交
史
の
側
面
か
ら
琉
球
使
節
を
考
察
し
た
（
紙
屋
敦
之
「
幕
藩
体
制
下
に
お
け
る
琉
球
の
位
置
１
幕
・
藩
・
琉
三
者
の
権
力
関
係
ｌ
」
『
幕
藩
制
国
家
の
琉
球
支
配
』
校
倉
書
房
、
一
九
九
○
年
、
同
「
琉
球
使
節
の
最
後
に
関
す
る
考
察
」
前
掲
『
幕
藩
制
国
家
の
琉
球
支
配
』
所
収
、
同
「
琉
球
使
節
の
解
体
」
『
琉
球
王
国
評
定
所
文
書
』
第
五
巻
、
一
九
九
○
年
、
同
「
琉
球
の
慶
賀
使
に
つ
い
て
」
『
歴
史
と
地
理
』
五
三
○
号
、
’
九
九
九
年
）
。
梅
木
哲
人
氏
は
書
翰
問
題
を
検
討
し
た
（
梅
木
哲
人
「
琉
球
国
王
書
翰
の
検
討
」
『
地
方
史
研
究
』
一
九
七
号
、
一
九
八
五
年
）
。
豊
お
わ
り
に
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見
山
和
行
氏
も
書
翰
問
題
に
つ
い
て
分
析
し
た
（
豊
見
山
和
行
「
江
戸
幕
府
外
交
と
琉
球
」
『
沖
縄
文
化
』
六
五
号
、
一
九
八
五
年
）
。
真
栄
平
房
昭
氏
は
琉
球
使
節
に
関
す
る
「
旅
役
」
に
つ
い
て
考
察
し
た
（
真
栄
平
房
昭
「
琉
球
に
お
け
る
家
臣
団
編
成
と
貿
易
構
造
Ｉ
「
旅
役
」
知
行
制
の
分
析
Ｉ
」
『
九
州
と
藩
政
２
』
、
’
九
八
四
年
）
。
ま
た
、
同
氏
は
東
照
宮
参
詣
を
検
討
し
た
（
真
栄
平
房
昭
「
幕
藩
制
国
家
の
外
交
儀
礼
と
琉
球
」
『
歴
史
学
研
究
』
六
二
○
号
、
一
九
九
一
年
）
。
（
２
）
琉
球
館
は
鹿
児
島
に
置
か
れ
た
首
里
王
府
の
代
表
で
あ
る
在
番
親
方
の
居
館
の
こ
と
で
あ
る
。
蔵
役
と
書
役
は
琉
球
館
の
役
職
で
あ
り
、
蔵
役
は
江
戸
ま
で
琉
球
使
節
に
同
行
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
た
。
（
３
）
江
戸
上
り
の
中
に
は
、
二
種
類
の
音
楽
が
あ
っ
た
。
路
次
楽
と
座
楽
で
あ
る
。
座
楽
は
管
弦
楽
を
用
い
た
音
楽
を
演
奏
し
た
。
座
楽
は
、
楽
正
に
よ
り
指
導
さ
れ
、
楽
師
と
楽
童
子
か
ら
構
成
さ
れ
た
。
普
通
、
楽
師
は
五
人
で
あ
り
、
楽
童
子
は
六
人
で
あ
っ
た
が
、
宝
永
七
（
一
七
一
○
）
・
正
徳
四
（
一
七
一
四
）
年
度
に
限
り
、
両
音
楽
家
は
八
人
で
あ
っ
た
。
路
次
楽
は
、
儀
衛
正
に
よ
り
指
導
さ
れ
、
一
五
・
二
○
人
の
音
楽
家
で
構
成
さ
れ
た
。
（４）池宮正治『近世沖縄の肖像下』（南西印刷〈おきなわ文庫〉、一九一八二年）一二一一頁。
（
５
）
『
徳
川
実
紀
』
第
二
編
（
吉
川
弘
文
館
、
’
九
七
六
年
）
、
三
五
一
頁
。
（６）『鹿児島県史料島津斉宣斉興公史料」（鹿児島県、’九八五年）二六一一一頁。
（７）『通航一覧続輯』巻之一（清文堂出版、一九六八年）、八頁。
（
８
）
天
保
三
年
の
お
目
見
え
の
と
き
、
本
丸
で
は
琉
球
使
者
は
第
一
一
代
将
軍
徳
川
家
斉
に
挨
拶
を
し
、
そ
の
後
、
西
の
丸
で
養
嗣
子
の
家
慶
に
挨
拶
を
述
べ
た
。
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（９）『江戸立二付仰渡留』（東京大学史料編纂所所蔵）八号。
（
Ⅲ
）
豊
見
山
和
行
（
編
著
）
『
琉
球
国
王
家
・
尚
家
文
書
の
総
合
的
研
究
』
（
科
学
研
究
費
補
助
金
〈
基
盤
研
究
Ｂ
〉
課
題
番
号
一
六
一一一一一○○九一琉球大学教育学部、一一○○八年）五二四頁。
（
Ⅱ
）
そ
の
孫
と
い
う
の
は
、
小
禄
親
雲
上
良
恭
は
小
禄
親
雲
上
良
頴
の
孫
で
あ
る
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
（
宮
城
栄
昌
『
琉
球
使
者
の江戸上り』第一書房、一九八一一年四九～五○頁）。
（
、
）
「
馬
姓
家
譜
（
小
禄
家
）
」
（
『
那
覇
市
史
資
料
篇
第
１
巻
７
家
譜
資
料
三
』
那
覇
市
企
画
部
市
史
編
集
室
、
一
九
八
一
一
年
）
（
Ｂ
）
幕
末
の
琉
球
使
節
の
準
備
に
関
す
る
薩
摩
藩
の
影
響
に
つ
い
て
、
矢
野
美
沙
子
「
幕
末
期
琉
球
に
お
け
る
江
戸
上
り
使
節
派
遣
準
備
」
（
『
二
○
○
八
年
度
紙
屋
敦
之
ゼ
ミ
共
同
研
究
成
果
報
告
書
『
近
世
日
本
に
お
け
る
外
国
使
節
と
社
会
変
容
③
ｌ
大
君
外
交
解
体
を
追
う
ｌ
』
紙
屋
敦
之
研
究
室
早
稲
田
大
学
文
学
学
術
院
、
二
○
○
九
年
）
を
参
照
。
（Ｍ）「翁姓家譜（伊舎堂家）」（『那覇市史資料篇第１巻７家譜資料一一一』〈註、参照〉）’○｜～一○二頁。
（巧）（註、）同「馬姓家譜（小禄家）」五三一一頁下段。
（船）同右五三一一一頁上段。
（Ⅳ）同右五三一一一頁下段。
（旧）「毛姓家譜（座喜味家）」（『那覇市史資料篇第１巻７家譜資料一一一』〈註、参照〉）七二七～七一一八頁。
（
い
）
年
頭
使
と
は
、
首
里
王
府
が
薩
摩
藩
主
へ
年
頭
慶
賀
の
た
め
に
派
遣
し
た
使
者
を
意
味
し
て
い
る
。
’
六
一
三
年
に
は
じ
め
て
ご
「
馬
姓
家
譜
五三一一一頁上段。
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江戸上りの準備については、宮城栄昌氏の『琉球使者の江戸上り』（宮城一九八二）に、「江戸上り
の準備」という節があり、「琉球側についてみれば準備は王府全体のものと、使者個人のものとに分
れ
た
が
、
王
国
に
と
っ
て
江
戸
上
り
は
御
冠
船
に
つ
ぐ
外
交
上
の
重
大
行
事
で
あ
っ
た
か
ら
、
準
備
に
伴
う
精
神
的
．
（別）玉井
五四頁。
における、
とにする。
派遣し、’六四一一年に三司官宜野湾親方正成が年頭使として上国したときから一一一司官の一一一年詰が始まった。一一一
年
詰
は
一
六
四
六
年
に
薩
摩
藩
に
赴
い
た
一
一
一
司
官
国
頭
親
方
朝
季
の
年
頭
使
兼
三
年
詰
を
最
後
に
廃
止
さ
れ
た
。
そ
の
以
降
、
年
頭
使
が
詰
め
る
こ
と
に
な
っ
た
。
一
六
六
七
年
か
ら
親
方
ク
ラ
ス
が
勤
め
る
こ
と
と
な
り
、
在
番
親
方
の
制
度
が
出
来
上
が
っ
た
。
在番親方は鹿児島に一八ヶ月詰め、次の年頭便と交代した（紙屋敦之『薩摩と琉球』私家版、二○○一一年一一一一一一頁）。
型
）
玉
井
建
也
「
琉
球
使
節
派
遣
準
備
と
解
体
過
程
ｌ
「
最
後
」
の
琉
球
使
節
を
通
じ
て
」
（
『
交
通
史
研
究
』
六
七
号
二
○
○
八
年
）
③
「
江
戸
立
御
用
物
」
の
八
重
山
へ
の
注
文
ここでは、天保八年（’八一一一七Ⅱ道光一七）徳川家慶の将軍就任にともなう慶賀使派遣（江戸上り）
お
け
る
、
琉
球
国
内
で
の
準
備
に
つ
い
て
、
と
く
に
壬
府
・
使
者
か
ら
八
重
山
へ
の
物
品
の
注
文
に
つ
い
て
み
る
こ
（
テ
ィ
ネ
ッ
ロ
・
マ
ル
コ
）
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物
質
的
負
担
は
絶
大
な
る
も
の
が
あ
っ
た
」
と
い
う
（
宮
城
一
九
八
二
五
六
頁
）
。
具
体
的
に
宮
城
氏
は
、
「
修
礼
と
音楽練習」と「服装の準備」を掲げている。
人
的
な
準
備
は
、
道
光
一
七
年
（
一
八
三
七
）
夏
に
は
、
「
正
使
以
下
楽
正
迄
」
の
名
が
島
津
に
対
し
て
提
出
さ
れ
た
。
右のことが記される同年一○月一七日付の史料では、「来子年江戸江御使者被差上筈」といい、道光二
○年（Ⅱ天保二）の派遣が予定されていた（馬姓家譜〈小禄家〉五一一一一一一頁）。
次
に
、
宮
城
氏
が
い
う
「
服
装
の
準
備
」
を
含
む
、
物
の
準
備
に
つ
い
て
は
、
同
じ
道
光
一
七
年
に
「
来
子
年
江
戸
江御使者被莞上候□御用布・御用物井御使者役々御免□（銀）銚反布・諸品等、先例を以手当仕置候様」
と
、
王
府
は
八
重
山
に
伝
え
て
い
る
（
［
※
３
］
）
。
翌
道
光
一
八
年
二
月
一
一
日
、
王
府
は
八
重
山
へ
の
注
文
を
始
め
（１） 
る
｝
」
と
を
い
い
、
今
年
の
夏
か
ら
来
年
の
夏
ま
で
に
王
府
に
納
め
る
よ
う
に
い
っ
て
い
る
（
（
※
３
］
）
。
こ
こ
で
は
、
宮
城
氏
の
分
類
に
準
じ
て
、
物
資
調
達
の
主
体
を
、
Ａ
「
御
用
布
・
御
用
物
」
（
壬
府
全
体
）
と
、
Ｂ
「
御
使
者
役
々
御
免
□
（
銀
）
誹
反
布
・
諸
品
等
」
（
使
者
個
人
の
も
の
）
に
分
け
て
検
討
す
る
。
そ
の
Ａ
Ｂ
の
関
係
を
示
す
例
が
あ
る
。
冠
船
・
江
戸
上
り
に
際
し
て
、
王
府
で
は
多
く
の
「
牛
節
・
牛
筋
」
を
用
い
、
牛
の
消
費
が
多
く
な
っ
た
。
そ
れ
ら
は
八
重
山
か
ら
調
達
し
て
い
る
の
だ
が
、
Ｂ
の
「
諸
御
使
者
弁
王
子
衆
・
御
役
目
〈リ］）
御
方
御
免
銀
銚
」
を
、
こ
の
た
び
は
禁
止
す
る
と
い
っ
て
い
る
（
（
５
）
）
。
お
そ
ら
く
、
Ａ
と
し
て
の
使
用
を
優
先
し
た
も
の
と
み
ら
れ
る
。
Ａ
に
つ
い
て
は
、
「
江
戸
御
献
上
馬
」
の
例
が
あ
り
、
「
御
別
当
真
喜
屋
親
雲
上
」
が
「
地
下
中
」
（
沖
縄
本
島
中
）
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を探しても良い馬がいないので、宮古・八重山にも足を延ばしているように、Ａとして必要であれば
（３） 
琉球全域から集めている（［８．肥］）。
ま
た
、
江
戸
上
り
で
は
「
木
棉
花
之
御
用
」
が
あ
る
と
い
い
、
八
重
山
の
木
綿
が
不
作
で
「
冠
船
御
用
之
木
棉
布
」
が
不
足
し
て
い
る
と
い
う
事
態
を
危
倶
し
た
王
府
は
、
八
重
山
に
対
し
て
「
去
々
年
繰
棉
拾
本
御
物
買
入
を
以
差
下
置
（４） 
候
」
と
い
う
も
の
を
、
「
現
色
」
（
現
物
）
で
返
上
す
る
よ
う
求
め
て
い
る
（
〔
旧
］
）
。
い
ず
れ
に
し
て
も
、
Ａ
の
物
資
調
達
に
懸
命
に
な
っ
て
い
る
。
さ
て
、
そ
の
Ａ
に
つ
い
て
、
す
で
に
道
光
一
八
年
一
月
一
一
日
に
「
御
献
上
・
御
進
上
・
御
進
覧
御
用
井
万
仕
立
物
用
」
の
リ
ス
ト
で
あ
る
「
注
文
」
が
、
御
物
奉
行
か
ら
八
重
山
島
在
番
に
出
さ
れ
て
い
る
（
［
※
妬
］
Ⅱ
表
Ａ
ｌ
１
）
。
ま
た
二
月
に
は
、
「
御
進
物
御
用
」
の
品
々
の
リ
ス
ト
で
あ
る
「
調
文
」
が
、
江
戸
上
り
使
者
の
使
賛
か
ら
、
八
重
山
（』。）
島
の
在
番
や
頭
た
ち
に
宛
て
て
出
さ
れ
て
い
る
（
［
※
皿
］
Ⅱ
表
Ａ
ｌ
２
）
。
表
Ａ
Ｉ
１細白白白
上下中上
布布布布
／￣、
赤
嶋
、＝〆
六
三
○
疋
一○反
三
○
反
三
○
反
桑黒牛牛
木木皮角（大形）
（大形）
（三味線木）
二七一一枚
六
丁
分
一本
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表
Ａ
ｌ
２
額
板
三
シ
分
椰
子
二○
掛
床
板
六
対
分
貝
の
類
桑
茶
台
木
三
束
分
桑
椀
具
木
二
束
分
桑
菓
子
Ⅲ
木
三
束
分
桑
湯
□
飯
鉢
木
二
通
分
桑
鞍
木
二
敷
分
千
海
馬
三
○
斤
三
味
線
木
六
丁
分
木
あ
た
ん
長
二
丈
ふ
た
つ
の
表
が
、
江
戸
上
り
に
お
い
て
、
Ａ
と
し
て
八
重
山
に
注
文
す
る
す
べ
て
か
ど
う
か
未
詳
だ
が
、
興
味
深
い
点
が
い
く
つ
か
あ
る
。
ま
ず
表
Ａ
ｌ
１
は
、
献
上
・
進
上
・
進
覧
用
の
品
そ
の
も
の
と
、
さ
ま
ざ
ま
な
物
の
仕
立
て
用
に
す
る
原
材
料
の
ふ
た
つ
の
物
を
い
っ
て
い
る
。
白
上
布
か
ら
白
木
綿
布
ま
で
の
布
は
、
そ
の
ま
ま
献
上
・
進
上
・
進
覧
用
で
も
よ
い
だ
ろ
う
が
、
仕
立
て
用
で
も
よ
い
。
牛
角
か
ら
マ
ー
ニ
（
黒
つ
ぐ
）
は
、
何
ら
か
の
品
の
原
材
料
と
白
細
上
布
白
木
綿
布
四
○
反
マ
ー
ニ
皮
九
三
一
反
六
○
○
斤
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み
ら
れ
、
な
か
で
も
「
黒
木
」
は
「
三
味
線
木
」
と
明
記
さ
れ
て
い
る
。
表Ａｌ２は、「御進物御用」と記しているが、「額板」以下の材木は材料である。さらに、椰子・貝（「珍
敷
品
」
）
・
海
馬
（
ジ
ュ
ゴ
ン
）
・
ア
ダ
ン
と
い
っ
た
南
に
位
置
す
る
琉
球
な
ら
で
は
の
品
ｌ
さ
ら
に
南
方
に
位
置
す
る
八
重
山
産
ｌ
が
み
え
て
い
る
。
ま
た
、
文
書
［
※
地
）
は
、
他
の
八
重
山
宛
の
文
書
が
御
物
奉
行
な
ど
制
度
上
定
ま
っ
た
機
構
か
ら
出
さ
れ
て
い
る
の
に
対
し
て
、
江
戸
上
り
の
臨
時
職
で
あ
る
使
賛
が
提
出
し
て
い
る
文
書
で
あ
る
こ
と
も
興
味
深
い
。
こ
こ
で
の
例
で
いえば、御物奉行文書である（※妬］が物品の送付を「可被申渡候」と命じているのに対し、［※皿］
は
「
乍
御
厄
害
御
調
達
早
便
方
御
差
登
被
下
度
御
肝
煎
頼
上
候
」
と
か
な
り
下
手
に
で
て
い
る
。
次に、Ｂ「御使者役々御免□（銀）銚反布・諸品等」（使者個人のもの）については、まず、道光
一
八
年
正
月
に
、
「
小
禄
親
方
来
子
年
上
国
二
付
入
用
」
と
し
て
、
八
重
山
へ
の
「
重
御
誹
」
を
求
め
る
文
書
が
、
便
（６） 
賛の本部里之子親壼一三上から出されている［側］。その内容は、
一
、
弐
拾
舛
紺
嶋
細
上
布
八
反
、
長
七
尋
五
寸
、
幅
壱
尺
三
寸
シ
、
但
、
御
蔵
模
様
弐
番
・
三
番
・
五
番
・
六
番
図
を
以
等
分
「
拾
八
舛
同
布
弐
拾
七
反
、
長
・
幅
右
同
弐拾壱反、御蔵模様一一一番・五番・六番図を以等分
内
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六
反
、
右
同
弐
番
図
之
通
で
あ
る
。
ひ
と
つ
は
、
二
○
升
（
よ
み
）
の
紺
嶋
細
上
布
を
八
反
で
、
一
反
の
長
さ
は
七
尋
五
寸
、
幅
は
一
尺
一
一
一
寸
と
す
る
。
但
し
書
き
は
模
様
の
指
示
で
、
「
御
蔵
模
様
」
の
二
番
・
三
番
・
五
番
・
六
番
の
図
の
模
様
の
も
の
を
、
「
等
分
」
と
い
う
か
ら
八
反
．
｜
・
四
で
、
｜
｜
反
ず
つ
製
作
し
て
ほ
し
い
と
い
う
も
の
。
次
の
一
八
升
紺
嶋
細
上
布
は
二
七
反
で
、
こ
のうち二一反は御蔵模様の一一一番・五番・六番の図を七反ずつ、残りの六反を一一番の図で、と求めてい
る
。
な
お
、
や
や
量
が
多
い
の
で
、
Ｂ
で
は
な
い
か
も
し
れ
な
い
。
本
史
料
の
沖
縄
文
化
研
究
所
本
で
は
、
た
ま
た
ま
道
光
一
八
年
「
御
手
形
写
」
と
同
じ
一
冊
に
、
「
明
治
廿
六
年
度
反
布
絵
形
之
見
本
」
が
綴
じ
ら
れ
て
い
る
。
上
布
の
模
様
見
本
帳
で
、
石
垣
市
立
八
重
山
博
物
館
が
所
蔵
す
る
鎌
倉
芳
太
郎
資
料
の
御
絵
図
と
は
か
な
り
趣
が
異
な
り
、
縦
綴
じ
の
文
書
で
、
半
丁
に
六
つ
ず
つ
の
見
本
が
記
さ
れ
、
「
十
文
字
」
「
網
目
ピ
ー
ク
」
「
キ
タ
ゴ
ー
マ
」
「
ピ
サ
コ
ー
シ
」
な
ど
と
模
様
の
名
が
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
こ
で
紹
介
し
た
よ
う
な
番
号
は
な
い
が
、
こ
う
い
っ
た
見
本
帳
が
、
注
文
す
る
方
（
江
戸
立
使
者
一
行
側
）
と
上
納
を
命
じ
ら
れ
る
方
（
八
重
山
）
に
あ
っ
て
、
そ
の
番
号
で
や
り
と
り
が
な
さ
れ
て
い
た
の
だ
ろ
う
。
以
下
、
道
光
二
○
年
に
予
定
さ
れ
て
い
る
江
戸
上
り
の
使
者
一
行
が
、
個
別
に
八
重
山
の
布
な
ど
を
求
め
た
文
書
を
（【Ｉ）
ま
と
め
る
と
、
表
Ｂ
の
よ
う
に
な
る
。
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表Ｂ
いＯＶＧｗ蕊田迷盈ロヨ皿罠ｅ与膣「叫選叶這」塒巨１糸掴＆一
名前
布
そ
の
他
No. 
小
禄
親
方
使
賛
・
［
］
拾八舛紺嶋細｣二布１反長８尋・'幅
1尺３寸
7８ 
iilT添王子従者｡佐久本筑鴛之
拾八舛紺鴫iilll｣三布１反長８尋・'幅
1尺３寸（御＃jMjii様２爵|叉|）
7９ 
iilii添王子従者９具志［］
拾八舛紺'鴫lIilll｣二布１反長８尋
lWiil尺３寸（御蔵模様２瀞lXl）
● 
8０ 
1111添王子従者・高江洲筑登之
親
雲
上
拾
八
舛
紺
'
鳴
細
上
布
1
反
長
８
尋
'1ｉｎ［］（御蔵模様２悉図）
● 
8１ 
iili添王子従者・小波津111之子
親
雲
上
拾
八
舛
紺
|
鳴
細
｣
三
布
1
反
長
８
尋
lWil尺３寸（御蔵模様２悉図）
● 
8２ 
浦
添
王
子
従
者
・
鉢
嶺
筑
登
と
親
雲_上
拾
八
舛
紺
|
鴫
細
上
布
１
反
長
８
尋
W７１１尺３寸（御蔵模様２悉図）
● 
8３ 
iili添主子従者・喜名筑謡之親
雲
上
拾八舛紺'1鴫ﾙlIl｣三布１反長８尋
１幅1尺３寸（御蔵模様２番lx1）
● 
8４ 
iilii添王子［］・Ｈ１［］
拾
八
舛
紺
'
鳴
細
上
布
1
反
長
８
尋
lWTil尺３寸（御蔵模様２冊図）
● 
8５ 
iilT添壬子使賛・内ilI1M之子親
雲_上
拾
八
舛
紺
|
鳴
細
_
|
三
布
1
反
長
８
尋
Wiil尺３寸（御蔵模様２稀lXI）
● 
8６ 
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西⑤
Iiili添王子使賛・□□（１１＃速力）
［
］
 
拾八ﾀ'１紺|鳴細上布１反長８尋
IWill尺３寸（御蔵模様２番図）
● 
8７ 
iill添王子使賛・湊川111之子親
雲_'二
拾
八
舛
紺
嶋
細
｣
三
布
１
反
長
８
尋
Wii［］（御蔵模様２番図）
● 
8８ 
国
吉
［
］
弐拾ﾀ'1:紺l鳴細上布２反長９尋・lIWil
1尺３寸（模様手本２枚の通り）
いりこ３０粒
8９ 
楽
童
子
・
安
室
里
之
子
弐拾舛紺|鴫(細)上布２反長９尋．
［］（模様手本の通り）
海鼠３０粒
9０ 
楽
童
子
・
字
［
］
弐拾舛紺l鳴細上布２反長９尋・ｌｌＷＴｉ
1尺３寸５分（模様手本のjInり）
海鼠３０粒
9１ 
城川]里之子
弐
拾
ﾀ
i
l
:
紺
嶋
細
上
布
２
反
［
］
１
尺
３
寸
（
模
様
手
本
の
通
り
）
い
り
こ
３
０
粒
楽
童
子
・
読
谷
山
里
之
子
弐
拾
舛
紺
嶋
細
止
布
２
反
長
４
丈
５
尺
．’ 幅
1
尺
３
寸
（
模
様
手
本
２
枚
の
通り）
海鼠３０粒
9３ 
楽
章
子
・
天
願
里
之
子
弐拾ﾀ'１:紺|鳴細上布２反長９尋・ｌＩＷｉｉ
1尺３寸（模様手本２枚の〕、り）
い
り
こ
３
０
粒
9４ 
楽nili・［］
弐
拾
舛
紺
l
鳴
細
_
上
布
２
反
長
８
尋
● 
IFJ１尺３寸(御蔵模様２番･４悉図）
海鼠１５粒
9５ 
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ＰｎＶｅＷ蕊田迷歴ロヨに嵐ｅ与忘「阯葭叶這」貯巨１糸掴宝［
楽
･牧志型之子親雲_上
弐拾ﾀ'|:紺|鳴細｣三布２反長８尋
● 
'1,1尺３寸(1iﾄﾞ||蔵模様２悉・４番|叉1）
海鼠’５粒
9６ 
楽｢I11i・浜元里之子親雲上
弐
拾
舛
紺
l
鳴
細
_
上
布
２
反
長
８
尋
● 
幅１尺３寸(御蔵模様２悉・４番図）
い
り
こ
１
５
粒
9７ 
楽nlli・亀)||里之子親雲_上
弐拾ﾀjl:紺嶋細_上布２反長８尋
● 
幅1尺３寸(御蔵模様３番・５悉図）
海鼠１５粒
9８ 
楽i1ili・富永LIl之子親雲上
弐
拾
舛
紺
|
鳴
細
｣
三
布
２
反
長
８
尋
|
厩
［
］
（
御
蔵
模
様
２
番
・
４
冊
）
● い
り
こ
１
５
粒
9９ 
江戸女方書役・城'1111三1之子親
雲
上
拾
八
舛
紺
l
鳴
細
上
布
２
反
長
８
反
● 
||幅１尺３寸（御蔵御川くママ〉３冊．
5番図）
い
り
こ
３
０
粒
100※ 
江
戸
立
方
蔵
役
・
久
場
皿
之
子
親
雲｣二
拾八舛紺||鳴細_上布２反長８尋
● 
l1ilil尺［］（御蔵御)I］〈ママ〉３
恭・５番図）
いりこ３０粒
101※ 
i1戸立蔵役桑江里之子親雲1２
關
守
□
・
［
］
拾
八
舛
紺
嶋
細
上
布
２
反
長
８
尋
● 
'１７１１尺３寸（御蔵模様３悉・５稀）
いりこ３０粒
102 
|蓬Ⅲili・真喜屋親雲上
拾
八
舛
紺
|
鳴
細
上
布
３
反
長
８
尋
'１，１尺［］（御蔵模様２番図）
● い
り
こ
３
０
粒
103 
儀衛I［・伊計親雲上
弐拾ﾀ'|:紺|鳴細-k布1反長８尋
● 
IWiil尺３寸５分、拾八ﾀ'１:紺|鳴細上
布
１
反
長
８
尋
．’ 幅
１
尺
３
寸
５
分
(御蔵図小模様児合）
海鼠３０粒
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ＣＣ【
100※・ICI※とも＝「来年上|玉'二付入)Ⅱ御座候'１１１、八重山島江御挑、当夏ｲｊｌｉ識所望可被下候」とある。
桃原親雲上※＝「右、八Zlilllﾙｹ江洲力被仰付、iilT添王子江所望可被下候、以北｣、さらに奥書がある（本文参'1(1)
掌翰使・真玉橋里之子親雲_上
拾
八
舛
紺
嶋
細
｣
二
布
３
反
長
８
尋
I1iiil尺３寸（御蔵模様２番図）
● いりこ３０粒
1０５ 
池
城
親
雲
上
拾
八
舛
紺
鳴
細
上
布
３
反
長
８
尋
● 
［］３寸（小模様)、拾八舛紺''1ル
Mlll-Mj2反長［］（小模様）
潰犬'''１５斤、海鼠５０粒、
あ
さ
貝
柱
２
０
本
、
平
貝
醤
物
２
升
１０６ 
桃
原
親
雲
上
弐
拾
舛
紺
嶋
細
止
布
５
反
長
８
尋
● 
幅
1
尺
３
寸
（
２
反
御
蔵
棋
様
５
器
、
2反|同１６番、１反|可２番ＩＸ１）
WJ鼠５０粒、あさかい柱
２０本、平貝醤物２升、漬
天|Ⅱ'５斤
107 
小禄親方(吏賛・本部Lu之子親
雲_上
弐拾ﾀil:紺ｌｌｌ９ＭＩｌＩ上布６反長８尋・IlWii
１
尺
４
寸
（
御
蔵
模
様
２
稀
～
７
冊
)
、
弐始ﾀ'|:紺|鳴細-Ｍ７２反長lWi1Til（
Ⅱ
＿
 
横'''13に横取切にて図の通り)、拾八
ﾀ'|:紺''19細｣二布２反長７尋５寸［］
(御蔵模様２番図）
い
り
こ
２
０
０
，
あ
さ
か
い
柱
3
0
,
平
か
い
な
し
物
３
ル
粕
潰
天
門
８
斤
108 
桃
原
親
雲
上
※
弐
拾
舛
紺
嶋
細
上
布
８
反
長
８
尋
● 
111,1尺４寸（本８枚之通)、弐拾ﾀ!'：
紺''１８細|_'二布１２反・拾八舛紺'''9細｣１
布
３
０
反
（
御
蔵
模
様
８
番
［
］
）
い
り
こ
５
０
０
，
あ
さ
か
い
柱
5
0
,
平
貝
な
し
物
５
升
、
滴
天'''１冬１０斤
109 
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この表で使用した文書【門～川］の表題の多くは「調文」で、わずかに弱］のみが「注文」である。
すべての文末は「（右の品を来る子年の上国に必要なので）八重山島江御銚所望可被下候」とし、そ
れぞれの文書には宛先が記されていない。そして、最後の［川］において、他と同じ文末、宛先なし
で
文
書
が
終
わ
っ
た
あ
と
に
奥
書
が
あ
り
、
「
此
表
入
念
織
調
、
当
夏
よ
り
来
夏
便
迄
、
皆
同
積
登
侯
様
可
被
申
渡
候
」
と
し
て
、
「
戌
二
月
十
一
日
」
の
日
付
で
、
「
識
名
親
雲
上
／
小
禄
親
方
」
が
差
出
人
、
「
八
重
山
島
／
在
番
」
を
宛
所
と
し
て
い
る
。
つまり、一
つ
ま
り
、
こ
れ
ら
は
一
連
の
文
書
で
あ
り
、
江
戸
上
り
の
役
に
任
じ
ら
れ
た
者
が
、
そ
れ
ぞ
れ
「
八
重
山
島
へ
謎
え
る
こ
と
を
所
望
し
て
下
さ
い
」
と
い
う
文
言
で
終
わ
る
「
調
文
」
を
提
出
し
、
こ
れ
を
受
け
た
「
識
名
親
雲
上
／
小
禄
親
方
」
の
役
所
が
と
り
ま
と
め
て
、
「
こ
こ
に
記
さ
れ
た
こ
と
を
念
入
り
に
織
り
調
え
、
こ
の
夏
か
ら
来
年
の
夏
の
船
便
ま
で
に
、
（８） 
す
べ
て
積
み
登
る
よ
う
に
申
し
渡
す
」
と
、
八
重
山
島
在
番
に
求
め
て
い
る
の
で
あ
る
。
そ
れ
ぞ
れ
が
八
重
山
に
注
文
し
た
布
の
使
用
方
法
に
つ
い
て
は
記
し
て
い
な
い
が
、
道
光
一
八
年
二
月
に
「
来
夏
上
国
」
す
る
野
村
親
方
与
力
奥
浜
里
之
子
親
雲
上
が
提
出
し
た
「
調
文
」
は
、
「
拾
八
舛
紺
嶋
細
上
布
壱
反
」
を
八
重
山
に
求
め
て
ほ
し
い
と
い
う
も
の
で
、
そ
こ
に
「
来
夏
上
国
付
衣
裳
用
」
だ
と
記
さ
れ
て
い
る
（
［
詔
］
）
。
表
Ｂ
の
布
は
、
二
○
升
（
よ
み
）
・
’
八
升
の
細
上
布
で
、
技
術
的
に
た
い
へ
ん
優
れ
た
賛
沢
な
品
を
求
め
て
い
る
。
し
か
も
、
楽
童
子
・
楽
師
が
よ
り
高
級
な
二
○
升
を
求
め
て
い
る
点
は
、
そ
の
利
用
法
を
教
え
て
く
れ
て
い
る
の
だ
ろ
うか。また、布一反の長・幅が異なるのも気になる。たとえば、それまで長さ一八尋、幅一尺一一一寸であ
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っ
た
も
の
が
、
［
胡
］
か
ら
長
さ
が
九
尋
に
な
り
、
楽
童
子
は
九
尋
な
の
だ
が
、
［
咄
］
は
長
さ
四
丈
五
尺
と
す
る
。
も
う
ひ
と
つ
、
表
Ｂ
で
印
象
的
な
の
は
、
「
い
り
こ
」
「
海
鼠
」
で
あ
る
。
通
称
で
は
「
海
鼠
」
は
生
物
名
で
あ
り
、
本
来
は
「
生
の
．
」
、
「
い
り
こ
」
は
「
海
参
」
と
書
か
れ
、
海
鼠
を
加
Ｔ
し
た
も
の
で
、
中
華
料
理
の
材
料
に
さ
れ
る
。
こ
の
時
代
に
、
八
重
山
か
ら
「
い
り
こ
」
は
よ
い
と
し
て
、
「
生
の
．
」
の
保
存
と
輸
送
は
難
し
い
だ
ろ
う
か
ら
、
「
い
り
こ
」
「
海
鼠
」
は
と
も
に
海
参
の
こ
と
で
あ
ろ
う
。
表
記
が
異
な
っ
て
い
る
の
は
、
表
Ｂ
は
一
連
の
文
書
だ
が
、
ひ
（９） 
と
つ
ひ
と
つ
は
各
々
が
記
し
た
文
奎
已
で
あ
ろ
う
か
ら
、
整
合
性
は
な
く
て
も
よ
い
と
思
わ
れ
る
。
「
い
り
こ
」
「
海
鼠
」
は
食
用
で
あ
り
、
八
重
山
か
ら
調
達
す
る
冠
船
御
用
の
品
な
ど
を
ま
と
め
た
「
口
達
」
（
道
光
一
八
年
二
月
）
に
、
「
去
年
差
登
置
候
海
鼠
之
内
、
五
拾
斤
余
位
悪
敷
、
冠
船
方
御
用
不
相
成
段
」
と
い
わ
れ
て
い
る
康
煕
五
一
一
年
（
’
七
一
一
一
一
）
編
纂
の
「
琉
球
国
由
来
記
」
に
は
、
宮
古
・
八
重
山
か
ら
の
上
納
物
を
扱
う
宮
古
御
蔵
（Ⅲ） 
の
項
に
「
イ
リ
コ
」
が
あ
り
、
特
産
物
と
し
て
扱
わ
れ
る
（
琉
球
国
由
来
記
六
一
二
頁
）
。
日
本
で
も
、
た
と
え
ば
元
禄
期
の
「
本
朝
食
鑑
」
に
よ
れ
ば
、
海
鼠
は
「
江
海
〈
う
み
〉
の
各
処
に
い
る
。
江
東
〈
か
ん
と
う
〉
に
最
も
多
い
。
尾
州
の
和
田
、
参
州
の
柵
の
島
、
相
州
の
三
浦
、
武
州
の
金
沢
・
本
木
な
ど
で
あ
る
。
海
西
〈
さ
い
こ
く
〉
で
も
や
は
り
多
く
採
れ
、
就
中
、
小
豆
島
に
最
も
多
い
」
と
あ
る
。
熱
海
鼠
（
い
り
こ
）
も
「
江
東
」
の
海
浜
や
越
後
で
加
工
さ
れ
ており、小豆島のものが大きく、「薩州・筑州・豊前・豊後の産は極めて小さいが、煮れば大きくなる」
（胆）
と
あ
る
。
日
本
国
内
産
の
イ
リ
コ
は
対
中
国
貿
易
の
重
要
な
産
□
叩
で
あ
り
、
幕
府
の
統
制
下
に
あ
っ
た
。
｜
方
で
、
八
（Ⅲ） 
（［肘］）。
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重
山
産
の
イ
リ
コ
を
他
の
物
と
と
も
に
徳
川
に
献
上
し
た
と
い
う
事
実
と
照
ら
せ
ば
、
日
本
近
海
産
と
は
種
類
が
異
な
る
な
ど
と
い
う
よ
う
な
、
八
重
山
産
を
珍
重
す
る
理
由
が
あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
は
、
個
人
が
注
文
し
て
持
参
す
る
ほ
ど
琉
球
を
代
表
す
る
土
産
物
で
あ
っ
た
の
か
、
ま
た
、
浦
添
王
子
従
者
た
ち
は
求
め
て
お
ら
ず
、
以
下
の
人
々
が
求
め
て
い
る
の
に
も
、
理
由
は
あ
る
の
だ
ろ
う
が
は
っ
き
り
し
な
い
。
さ
て
、
こ
の
よ
う
に
、
地
方
か
ら
調
達
さ
れ
た
物
品
の
代
料
は
ど
う
な
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
そ
も
そ
も
Ｂ
は
「
御
使者役々御免□（銀）銚反布・諸品」（［※３］）、「御使者役々御免銀注文□□諸品」（［※Ⅲ］）、つまり「使
者
役
々
が
御
免
銀
で
謎
え
る
（
注
文
す
る
）
反
布
・
諸
品
」
と
い
っ
て
い
る
の
だ
が
、
八
重
山
へ
の
支
払
い
を
銀
で
す
る
わ
け
で
は
な
い
。
道
光
二
九
年
（
一
八
四
九
）
八
重
山
島
在
番
筆
者
へ
の
褒
美
状
に
、
「
江
戸
立
御
用
諸
反
布
・
諸
品
代
米
之
儀
ハ
帳
残穀を以差引、自然其分二而不足合候ハ、余之代米ハ五ケ年府（賦）を以相渡」とあり（雍姓家譜〈目
よ－つだ。
威
豊
一
一
年
（
一
八
五
二
）
の
史
料
に
、
「
去
戌
年
（
註
．
一
八
五
○
年
）
江
戸
立
之
時
、
惣
御
入
目
総
帳
」
の
チ
ェ
ッ
ク
を
し
た
役
人
へ
の
褒
美
状
が
あ
る
（
向
姓
家
譜
〈
真
壁
家
〉
二
四
五
頁
）
。
「
惣
御
入
目
総
帳
」
は
、
「
御
進
上
・
御進覧物井万仕立物、其外都而之取払」についてまとめたもので、このときは、四、五年かけて調査
して「現御遣高取〆」て、「唐和琉物」を詳しくわけ、「唐和物者代銀、両先島・久米島反布者代米取立」
〈脳）
と
い
う
。
小
稿
で
み
た
よ
う
な
八
重
山
か
ら
の
布
は
、
Ａ
Ｂ
の
区
別
は
未
詳
だ
が
、
「
代
米
」
に
よ
っ
て
処
理
さ
れ
た
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（Ⅱ） 
取
真
家
〉
八
六
七
頁
）
、
代
米
を
上
納
米
と
相
殺
し
よ
う
と
７
）
て
い
る
ら
し
い
。
人
頭
税
制
で
は
、
布
を
は
じ
め
種
々
の
物
品
の
上
納
は
、
米
の
代
納
と
い
う
建
前
で
あ
り
、
「
代
付
」
と
い
う
こ
と
が
な
さ
れ
、
そ
の
レ
ー
ト
を
ま
と
め
た
「
八
重
山
島
諸
物
代
付
帳
」
な
ど
の
史
料
が
あ
る
。
こ
こ
で
は
明
治
期
の
「
沖
縄県旧慣租税制度参照弐」所収「八重山島反布卜米トノ換算率」（琉球政府一九六八四一○頁）で、
（旧）
表
Ａ
ｌ
１
．
Ｂ
の
布
の
代
米
を
み
る
Ｌ
」
、
次
の
よ
う
に
な
る
。
表
Ａ
ｌ
１
布
の
代
米
白
上
布
一
疋
○
石
七
五
○
○
○
白
中
布
一
反
○
石
三
一
五
八
○
白
下
布
一
反
○
石
二
五
○
○
○
細
上
布
（
赤
嶋
）
白
細
上
布
一
反
一
石
一
八
○
○
四
白
木
綿
布
一
反
○
石
二
○
○
○
○
白
上
布
白
中
布
白
下
布
細
上
布
（
白
細
上
布
白
木
綿
布
表
Ｂ
布
の
代
米
廿
桝
紺
縞
細
上
布
十
八
桝
紺
縞
細
上
布
Ａ
ｌ
１
の
白
細
上
布
は
一反一反八升
一
石
六
九
八
二
六
一石四一一三九○
（
よ
み
）
、
白
木
綿
布
は
九
升
の
例
で
、
赤
嶋
細
上
布
は
わ
か
ら
な
い
。
布
の
細
か
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い
説
明
は
省
く
が
、
表
Ｂ
の
も
の
が
高
価
で
あ
る
。
計算の結果は、わかる範囲だけでも八三五石余りにのぼり、道光一七年「酉年定納布井年貢割符」（一一一
頁
）
に
示
さ
れ
る
八
重
山
の
正
租
米
納
分
八
一
一
一
一
一
石
余
り
を
超
え
て
い
る
。
八
重
山
で
は
、
乾
隆
三
六
年
（
一
七
七
一
）
明
和
津
波
以
来
、
社
会
的
疲
弊
が
深
刻
化
す
る
な
か
で
、
こ
の
よ
う
な
負
担
は
き
び
し
い
も
の
に
な
っ
て
い
た
。
布
を
上
納
す
る
に
は
布
を
織
ら
な
く
て
は
な
ら
な
い
の
で
、
そ
れ
を
米
に
換
算
し
て
他
の
労
働
と
対
比
す
る
の
は
、
上
納
す
る
側
か
ら
は
意
味
が
な
い
の
だ
が
、
代
料
を
支
払
お
う
と
い
う
王
府
側
は
代
米
と
し
て
い
る
。
し
か
し
、
王
府
は
ほ
ん
と
う
に
代
米
を
給
し
た
の
か
と
い
う
問
題
は
残
る
。
江
戸
上
り
に
関
し
て
個
人
が
王
府
に
献
納
し
た
と
い
う
例
は
、
八
重
山
島
の
家
譜
、
宮
古
島
・
久
米
島
の
刊
行
さ
れ
た
家
譜
に
も
み
え
な
い
よ
う
だ
。
こ
こ
で
の
興
味
で
い
え
ば
、
冠
船
に
関
し
て
は
、
そ
の
経
費
に
つ
い
て
、
公
に
対
し
て
の
公
・
私
か
ら
の
加
勢
が
あ
り
、
賞
罰
も
あ
っ
た
。
公
に
対
す
る
公
は
年
貢
の
上
納
で
あ
り
、
諸
家
譜
に
例
が
散
見
し、［※皿・※Ⅲ］にもみえる。冠船では「御加勢」「御借上」といわれる物品の献納が、王府に対し
（肘）
（Ｆ〉
て
個
人
レ
ベ
ル
で
行
な
わ
れ
、
そ
れ
に
は
返
済
さ
れ
た
と
い
う
文
聿
已
が
あ
る
こ
と
は
あ
る
。
一
方
、
江
戸
上
り
に
は
、
八
重
山
へ
の
注
文
主
に
よ
っ
て
宮
城
氏
の
い
う
Ａ
Ｂ
が
あ
っ
た
よ
う
に
、
公
に
対
す
る
公
の
加
勢
と
、
私
に
対
す
る
公
の
そ
れ
が
あ
っ
た
が
、
そ
の
内
容
は
必
要
物
資
を
献
納
す
る
も
の
で
、
経
費
に
か
か
わ
る
部
分
で
は
な
く
、
賞
罰
も
み
あ
た
ら
な
い
よ
う
だ
。
調
達
で
は
、
［
※
皿
］
で
み
た
よ
う
に
、
Ａ
に
は
通
常
の
支
配
シ
ス
テ
ム
に
よ
る
も
の
と
（
御
物
奉
行
発
）
、
そ
う
で
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（田）
な
い
１
℃
の
が
あ
り
（
使
賛
発
）
、
代
料
は
、
前
者
は
代
米
に
よ
る
人
頭
税
相
殺
で
あ
っ
た
が
、
後
者
は
現
物
を
代
料
と
し
て
い
て
、
公
的
資
金
の
支
出
で
あ
ろ
う
が
、
税
と
は
関
係
が
な
い
。
布
に
お
け
る
Ｂ
の
私
で
の
調
達
に
つ
い
て
、
一
年
前
後
の
旅
で
の
春
夏
秋
冬
を
通
じ
て
の
、
し
か
も
公
私
に
わ
た
る
服
装
の
準
備
に
重
い
負
担
が
の
し
か
か
っ
た
こ
と
は
想
像
に
難
く
な
い
。
そ
の
調
達
に
際
し
、
た
と
え
公
服
は
支
給
さ
れ
た
と
し
て
も
、
私
服
の
準
備
に
は
大
き
く
自
己
負
担
が
払
わ
れ
た
に
相
違
な
い
。
と
考
え
ら
れ
る
が
、
「
私
服
を
は
じ
め
自
己
携
帯
品
の
調
達
と
し
て
、
王
府
は
饒
銭
の
形
で
助
行
嚢
賤
銭
を
支
給
し
た
」
と
い
う
事
例
が
あ
り
（
宮
城
一
九
八
二
六
五
・
六
七
頁
）
、
使
者
を
心
配
し
て
の
こ
と
だ
が
、
Ｂ
で
の
代
料
に
つ
い
て
の
配
慮
は
あ
っ
た
こ
と
に
な
る
。
こ
の
と
き
の
江
戸
上
り
は
、
道
光
一
八
年
閏
四
月
に
な
っ
て
、
「
江
戸
西
御
丸
炎
上
」
を
理
由
に
延
期
さ
れ
る
こ
と
になり（②参照）、「都而之反布・諸品調方差扣」といわれた［※岨］・本格的な調達を命じられて三
か
月
ほ
ど
、
八
重
山
側
の
準
備
が
ど
れ
ほ
ど
進
ん
で
い
た
か
は
わ
か
ら
な
い
が
、
布
な
ど
そ
の
ま
ま
通
常
の
上
納
に
転
換
で
き
る
も
の
は
よ
い
と
し
て
も
、
海
産
物
な
ど
そ
う
も
い
か
な
い
物
品
も
あ
っ
た
だ
ろ
う
。
以
上
み
て
き
た
よ
う
に
、
「
江
戸
立
御
用
物
」
の
準
備
は
、
予
定
の
三
年
前
か
ら
予
告
さ
れ
、
｜
｜
年
前
か
ら
本
格
的
な
注
文
が
始
ま
り
、
八
重
山
か
ら
の
物
資
は
前
年
の
夏
ま
で
に
徴
収
さ
れ
た
。
徴
収
対
象
は
八
重
山
だ
け
で
は
な
く
、
馬
の
例
や
（
註
旧
）
で
み
た
よ
う
に
、
琉
球
全
域
に
お
よ
ん
で
お
り
、
個
人
的
な
献
納
で
は
な
く
、
公
の
仕
事
と
し
て
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献
納
し
た
よ
う
で
あ
る
。
琉球国の国民からみれば、公・私で支える冠船と、公的な仕事として支える江戸上りという構図を
想
定
す
る
こ
と
が
で
き
そ
う
で
あ
る
。
そ
し
て
、
そ
の
両
者
と
も
に
、
琉
球
国
民
が
国
王
の
即
位
に
か
か
わ
る
儀
礼
を
助
け
て
い
る
と
い
う
点
が
重
要
で
あ
る
。
そ
の
場
に
い
る
者
だ
け
が
儀
礼
に
か
か
わ
る
わ
け
で
は
な
い
、
と
い
え
ば
儀
礼
論
や
近
世
琉
球
国
の
統
治
論
な
ど
に
な
り
、
そ
う
い
っ
た
考
え
は
魅
力
的
で
あ
り
、
今
後
進
め
て
い
く
価
値
は
あ
る
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
、
い
う
ま
で
も
な
く
、
国
王
ら
の
日
常
衣
や
食
料
な
ど
は
、
八
重
山
を
は
じ
め
各
地
か
ら
上
納
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
の
だ
か
ら
、
国
王
の
死
と
再
生
と
い
う
危
機
的
状
況
に
お
い
て
、
国
の
中
心
を
再
確
認
す
る
と
い
う
点
は
特
別
な
こ
と
で
は
あ
る
も
の
の
、
国
民
が
国
王
を
支
え
て
い
る
の
は
日
常
的
な
こ
と
な
の
で
あ
る
。
そ
し
て
近
世
後
期
、
八
重
山
に
限
ら
ず
王
国
全
体
の
社
会
的
疲
弊
が
深
刻
化
す
る
が
、
そ
の
よ
う
な
国
内
事
情
が
、
国
家
儀
礼
の
継
続
に
与
え
た
影
響
も
考
え
る
必
要
が
あ
る
だ
ろ
う
。
【註】
（
１
）
江
戸
蔵
役
と
江
戸
書
役
は
、
使
者
の
前
年
、
道
光
一
九
年
に
上
国
す
る
の
で
、
彼
ら
の
注
文
品
は
今
年
（
道
光
一
八
年
）
の
夏
に
届
け
る
よ
う
注
意
し
て
い
る
。
（
２
）
八
重
山
に
対
し
て
は
、
個
人
的
な
要
求
に
応
え
る
な
と
い
う
こ
と
に
も
な
る
の
だ
ろ
う
が
、
こ
れ
ま
で
の
よ
う
に
多
く
の
牛
の
飼
育
に
念
を
入
れ
、
農
業
を
行
き
届
か
せ
る
よ
う
に
と
命
じ
て
い
る
。
な
お
、
道
光
一
六
年
に
宮
古
島
か
ら
冠
船
用
の
「
牛
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節」が運ばれている（南興氏系図家譜支流四二頁）。
（
３
）
冠
船
の
例
だ
が
、
沖
縄
本
島
北
部
で
ま
か
な
え
な
い
猪
肉
の
不
足
分
を
、
八
重
山
に
求
め
て
い
る
（
ロ
・
皿
］
）
。
（
４
）
た
だ
し
、
「
現
色
不
相
調
」
と
き
は
、
返
上
の
手
段
を
吟
味
し
て
上
申
す
る
よ
う
命
じ
て
い
る
。
木
綿
に
つ
い
て
、
宮
城
氏
は
次
の
よ
う
に
い
っ
て
い
る
（
宮
城
一
九
八
二
六
六
～
六
七
頁
）
。
暖
国
に
育
っ
た
人
々
と
し
て
上
層
階
級
の
も
の
は
と
も
か
く
、
眼
作
な
ど
は
耐
寒
衣
服
の
準
備
が
十
分
で
き
な
か
っ
た
ので、冬の寒さは全く苦痛の種であった…’一八一一一二年（天保一一一）十一月十六日江戸入りをした使者たち
に
つ
い
て
松
浦
静
山
は
…
そ
の
寒
さ
に
か
か
わ
ら
ず
、
琉
球
人
は
わ
ず
か
に
袷
の
み
で
、
「
聞
及
び
し
如
く
綿
入
り
服
は
な
か
っ
た
よ
う
だ
」
と
述
べ
て
い
る
。
琉
球
に
は
江
戸
上
り
の
衣
服
調
製
の
た
め
に
木
綿
買
い
に
赴
い
た
話
も
あ
る
。
真
境
名
由
康
作
「
伊
江
島
ハ
ン
ド
ゥ
グ
ワ
ー
」
（
あ
る
い
は
「
辺
土
名
ハ
ン
ド
ゥ
グ
ワ
ー
」
）
は
そ
れ
に
関
す
る
物
語
で
あ
る
。
し
か
し
綿
入
れ
服
や
久
米
綿
入
れ
の
服
の
準
備
が
で
き
た
の
は
、
限
ら
れ
た
階
層
の
者
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
国
王
か
ら
将
軍
ら
へ
の
献
上
物
に
「
久
米
綿
」
が
あ
っ
た
（
横
山
一
九
八
七
四
二
七
頁
な
ど
）
。
（
５
）
表
Ａ
ｌ
２
と
し
た
文
書
［
※
皿
］
を
み
る
と
、
そ
れ
ぞ
れ
の
モ
ノ
の
注
釈
も
興
味
深
い
が
、
こ
こ
で
は
「
求
摩
茶
」
に
注
目
し
た
い
。
こ
の
文
書
の
形
式
か
ら
、
使
賛
は
八
重
山
に
「
求
摩
茶
弐
俵
」
を
代
価
に
「
額
板
」
以
下
の
物
品
を
注
文
し
た
と
み
ら
れ
る
。
「
求
摩
茶
」
は
求
麻
茶
と
い
い
、
鹿
児
島
の
琉
球
館
が
薩
摩
商
人
を
介
し
て
熊
本
の
人
吉
藩
領
の
求
麻
茶
を
買
っ
て
お
り
、
の
ち
勝
手
な
売
買
は
「
国
法
通
答
目
申
付
」
と
い
う
よ
う
に
な
り
、
そ
れ
で
も
抜
け
荷
が
あ
る
ほ
ど
珍
重
さ
れ
た
よ
う
だ
（
真
栄
平
二
○
○
八
六
五
頁
）
。
な
お
、
威
豊
六
年
（
一
八
五
六
）
王
府
の
「
異
国
一
件
」
「
江
戸
立
・
冠
船
」
な
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ど
に
よ
る
財
政
難
に
、
「
上
国
之
時
求
麻
茶
・
繰
棉
重
下
願
」
で
の
褒
美
状
が
あ
る
（
明
姓
家
譜
〈
亀
谷
家
〉
六
九
○
頁
）
。
（
６
）
②
で
み
た
よ
う
に
小
禄
親
方
は
副
使
か
ら
下
ろ
さ
れ
て
お
り
、
文
書
［
Ⅲ
］
は
効
力
を
失
っ
て
い
る
と
み
ら
れ
る
。
（
７
）
表
Ｂ
に
は
、
（
註
６
）
で
失
効
し
て
い
る
と
み
ら
れ
る
と
し
た
文
書
［
側
］
は
加
え
て
い
な
い
。
た
だ
し
、
同
じ
小
禄
親
方
の
使賛とみられる者が注文している［門］、（側］と同じ小禄親方使賛本部里之子親雲上が注文している［Ⅲ］は、
後
で
い
う
よ
う
に
一
連
の
文
書
で
あ
り
、
表
Ｂ
に
加
え
て
お
い
た
。
こ
れ
ら
は
八
重
山
に
注
文
さ
れ
う
る
物
で
あ
り
、
あ
る
いは実際の副使が八重山に注文するかもしれない（その意味では［側】も同じ）。ただし［川］は、注文品
が
他
と
異
な
る
点
、
分
量
が
多
い
点
な
ど
、
い
ち
が
い
に
Ｂ
と
し
て
よ
い
の
か
薦
謄
は
あ
る
。
（
８
）
こ
の
一
連
の
文
書
に
は
、
（
註
７
）
で
み
た
小
禄
親
方
関
係
の
文
書
も
含
ま
れ
て
い
て
、
こ
れ
ら
の
文
書
も
一
緒
に
八
重
山
に
送
付
さ
れ
た
と
み
ら
れ
る
。
（
註
６
）
で
い
っ
た
「
失
効
」
に
つ
い
て
は
、
ど
の
よ
う
に
対
処
さ
れ
た
か
は
未
詳
。
な
お
、
小
稿
①
で
触
れ
た
が
、
本
史
料
で
の
文
書
の
数
え
方
で
、
最
も
多
く
み
た
場
合
と
い
う
の
は
、
こ
の
一
連
の
文
書
を
そ
れ
ぞ
れ
一
つ
の
文
書
と
カ
ウ
ン
ト
し
た
場
合
で
あ
る
（
つ
ま
り
現
状
）
。
（
９
）
乾
隆
三
○
年
（
一
七
六
五
）
八
重
山
の
役
人
か
ら
王
府
御
物
奉
行
所
に
各
村
の
難
儀
を
上
申
し
た
文
書
で
、
「
海
鼠
」
を
取
り
絶
や
し
て
し
ま
い
、
と
く
に
石
垣
四
か
村
は
人
口
が
多
く
、
近
く
の
海
辺
の
「
い
り
こ
」
は
取
り
絶
や
し
た
と
い
っ
て
い
る
（
参
遣状抜書川川）。「海鼠」「いりこ」を区別していない例である。
（Ⅲ）八重山でも「いりこ」を食べていた。同治一三年（’八七四）「富川親方八重山島諸村公事帳」（ぬⅢ）には、
役
人
が
村
廻
り
を
す
る
際
に
出
さ
れ
る
「
馳
走
」
の
膳
符
に
、
椀
に
他
の
食
材
と
と
も
に
「
い
り
こ
五
粒
」
と
あ
る
。
ま
た
、
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イ
リ
コ
は
薬
と
し
て
も
利
用
さ
れ
た
。
（
Ⅲ
）
同
項
に
は
、
布
の
ほ
か
、
こ
こ
で
み
た
物
産
に
、
牛
皮
・
平
貝
醤
物
・
牛
節
・
牛
角
・
黒
縄
・
黒
木
・
桑
木
が
あ
る
。
黒
縄
は
マ
ー
ニ
の
縄
、
黒
木
に
は
「
三
線
作
用
」
、
桑
木
に
は
「
鞍
打
用
」
と
あ
る
。
（、）『本朝食鑑４』島田勇雄訳注平凡社東洋文庫一九八○年（一一一一一一・三一一一一一頁）
（旧）江戸上りでは、宮古島では、道光二一年から同一一六年にかけて一江戸立御用本付壱反□」などの御用布を（白
川氏系図家譜支流一一一一一一八頁）、久米島では、乾隆一七年紬一一一四一一一反・綿子一五九五把、同治三年紬一一一一四反・
綿子七一一一一一一把を上納している（美済姓家譜一一一一一一七・一一一三九頁）。
（
ｕ
）
な
お
、
御
殿
の
大
親
が
八
重
山
か
ら
布
な
ど
を
調
達
す
る
た
め
の
「
調
文
」
は
本
史
料
に
散
見
す
る
が
、
同
治
五
年
（
一
八
六
六
）
大
美
御
殿
大
親
へ
の
褒
美
状
に
、
「
毎
年
／
御
前
御
用
井
御
殿
御
用
、
唐
・
大
和
・
両
先
島
・
久
米
島
御
調
文
代
料
」
な
ど
を
弁
じ
た
と
あ
る
（
明
姓
家
譜
〈
亀
谷
家
〉
六
九
一
頁
）
。
（
旧
）
「
八
重
山
島
反
布
卜
米
ト
ノ
換
算
率
」
に
み
え
る
白
上
布
・
白
中
布
・
白
下
布
の
換
算
率
は
、
同
治
一
三
年
（
一
八
七
四
）
「
八
重
山
島
諸
物
代
付
帳
」
に
お
け
る
代
付
と
同
じ
で
あ
る
。
表
の
布
以
外
の
物
品
は
、
「
八
重
山
島
諸
物
代
付
帳
」
で
は
「
代
夫
」
で換算されている。
（
Ｍ
）
た
と
え
ば
「
山
陽
姓
大
宗
系
図
家
譜
」
「
錦
芳
姓
小
宗
系
図
家
譜
」
所
収
の
褒
美
状
（
石
垣
市
総
務
部
市
史
編
集
室
一
九
九
ｍ
二
七
・
一
○
○
頁
）
な
ど
。
（
Ⅳ
）
た
と
え
ば
、
「
山
陽
姓
小
宗
系
図
家
譜
」
所
収
の
嘉
慶
一
五
年
（
’
八
一
○
）
三
司
官
か
ら
の
褒
美
状
に
、
次
の
よ
う
に
あ
る
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（
石
垣
市
史
編
集
委
員
会
一
九
九
五
二
八
一
頁
）
。
去辰年、冠（船脱力）申請付而御入用銀大分之御不足而外二出先不相見得及当迫侯付、米銭其外不依何色
御
借
入
之
儀
申
渡
候
処
、
厚
汲
受
各
分
限
次
第
端
布
御
借
差
上
御
大
礼
首
尾
能
相
済
、
去
年
御
返
済
被
成
下
候
、
格
別
成
折
柄
御
要
用
相
補
一
稜
之
御
奉
公
相
成
殊
勝
之
至
此
段
申
渡
候
也
（田）成豊六年（一八五六）「江戸立御用布御用物代米之儀末進之方江引合」がいわれ（万書付集五八九～五九○
頁
）
、
翌
年
「
翁
長
親
方
八
重
山
島
規
模
帳
」
に
王
府
か
ら
下
さ
れ
る
ご
褒
美
の
御
用
布
代
米
を
百
姓
に
配
当
し
な
い
役
人
の
不正がいわれる（川四五）。
【
史
料
出
典
萱
御
手
形
写
抜
書
↓
石
垣
市
総
務
部
市
史
編
集
室
一
九
九
八
翁
長
親
方
八
重
山
島
規
模
帳
↓
石
垣
市
総
務
部
市
史
編
集
室
一
九
九
四
ｂ
錦
芳
姓
小
宗
系
図
家
譜
↓
石
垣
市
総
務
部
市
史
編
集
室
一
九
九
四
ａ
参
道
状
抜
書
（
脆
’
～
Ⅲ
）
↓
石
垣
市
総
務
部
市
史
編
集
室
一
九
九
五
ａ
参道状抜書（血脈～川）↓石垣市総務部市史編集室一九九五ｂ
山
陽
姓
小
宗
系
図
家
譜
↓
石
垣
市
史
編
集
委
員
会
一
九
九
五
山
陽
姓
大
宗
系
図
家
譜
↓
石
垣
市
総
務
部
市
史
編
集
室
一
九
九
四
ａ
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【参考文献一覧】
石
垣
市
史
編
集
委
員
会
（
編
）
一
九
九
五
『
石
垣
市
史
八
重
山
史
料
集
１
石
垣
家
文
書
』
石
垣
市
発
行
向
姓
家
譜
（
真
壁
家
）
↓
那
覇
市
企
画
部
市
史
編
集
室
一
九
八
二
白
川
氏
系
図
家
譜
支
流
↓
平
良
市
史
編
さ
ん
委
員
会
一
九
八
一
富
川
親
方
八
重
山
島
諸
村
公
事
帳
↓
石
垣
市
総
務
部
市
史
編
集
室
一
九
九
二
酉
年
定
納
布
井
年
貢
割
符
↓
玻
名
城
一
九
九
二
南
興
氏
系
図
家
譜
支
流
↓
平
良
市
史
編
さ
ん
委
員
会
一
九
八
一
馬
姓
家
譜
（
小
禄
家
）
↓
那
覇
市
企
画
部
市
史
編
集
室
一
九
八
二
美
済
姓
家
譜
↓
沖
縄
久
米
島
調
査
委
員
会
一
九
八
三
明
姓
家
譜
（
亀
谷
家
）
↓
那
覇
市
企
画
部
市
史
編
集
室
一
九
八
二
八
重
山
島
諸
物
代
付
帳
↓
黒
島
一
九
九
九
雍
姓
家
譜
（
目
取
真
家
）
↓
那
覇
市
企
画
部
市
史
編
集
室
一
九
八
二
万
書
付
集
Ⅱ
沖
縄
県
立
図
書
館
史
料
編
集
室
「
沖
縄
県
史
料
前
近
代
６
』
沖
縄
県
教
育
委
員
会
一
九
八
九
年
琉
球
国
由
来
記
↓
外
間
・
波
照
間
一
九
九
七
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石
垣
市
総
務
部
市
史
編
集
室
（
編
）
’
九
八
三
『
石
垣
市
史
の
ひ
ろ
ば
』
第
４
号
一
九
九
二
『
石
垣
市
史
叢
書
３
』
石
垣
市
役
所
発
行
一
九
九
四
ａ
『
石
垣
市
史
叢
書
６
』
石
垣
市
市
役
所
発
行
一
九
九
四
ｂ
『
石
垣
市
史
叢
書
７
』
石
垣
市
市
役
所
発
行
一
九
九
五
ａ
『
石
瑁
｜
市
史
叢
書
８
』
石
垣
市
発
行
一
九
九
五
ｂ
『
石
垣
市
史
叢
書
９
』
石
垣
市
発
行
一
九
九
八
「
石
垣
市
史
叢
書
Ⅱ
』
石
垣
市
発
行
石
垣
市
立
八
重
山
博
物
館
（
編
集
・
発
行
）
一
九
九
二
『
石
垣
市
立
八
重
山
博
物
館
紀
要
』
第
、
号
一
九
九
九
『
石
垣
市
立
八
重
山
博
物
館
紀
要
』
第
附
．
Ⅳ
号
合
併
号
沖
縄
久
米
島
調
査
委
員
会
（
編
集
）
一
九
八
三
『
沖
縄
久
米
島
資
料
篇
』
弘
文
堂
漢
那
敬
子
・
田
口
恵
二
○
○
八
「
『
渡
名
喜
島
冠
船
日
記
（
道
光
十
八
年
）
』
ｌ
解
題
お
よ
び
翻
刻
ｌ
」
（
財
団
法
人
沖
縄
県
文
化
振
興
会
史
料
編
集
室
編
『
史
料
編
集
室
紀
要
』
第
粥
号
沖
縄
県
教
育
委
員
会
発
行
）
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新
城
敏
男
黒島為一一九八三「近世期八重山における技術・学問についてＩ家譜などを中心にｌ」↓石垣市総務部市史
編
集
室
一
九
八
三
豊
見
山
和
行
（
編
著
）
一一○○八『琉球国王家・尚家文書の総合的研究』（科学研究費補助金〈基盤研究Ｂ〉課題番号一六三
二
○
○
九
一
）
琉
球
大
学
教
育
学
部
那
覇
市
企
画
部
市
史
編
集
室
（
編
集
・
発
行
）
一
九
八
二
『
那
覇
市
史
資
料
篇
第
１
巻
７
家
譜
資
料
三
』
平
良
市
史
編
さ
ん
委
員
会
（
編
）
一
九
八
一
『
平
良
市
史
第
三
巻
資
料
編
１
前
近
代
』
平
良
市
役
所
発
行
一九八
玻
名
城
泰
雄
九
九
九
三
史
料
紹
介
〉
『
八
重
山
島
諸
物
代
付
帳
』
」
↓
石
垣
市
立
八
重
山
博
物
館
一
九
九
九
九
九
二
「
〈
資
料
紹
介
〉
牧
野
孫
宣
家
文
書
酉
年
定
納
布
井
年
貢
割
符
仕
上
世
座
」
↓
石
垣
市
立
八
重
山
博
物
館
一
九
九
二
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【参考史料】
（３）「江戸立御用物」注文の開始
来子年江戸江御使者被差上候□御用布・御用物井御使者役々御免□（銀）誹反布・諸品等、先例を以手当仕
置候様一一与之儀者去年申越置通一一而、此節別紙注文井御使者役々御免銀注文差越候間、随分入念位宜敷相調、
真
栄
平
房
昭
宮
城
栄
昌
外
間
守
善
・
波
照
間
永
吉
（
編
著
）
■ 
’
九
九
七
『
定
本
琉
球
国
由
来
記
』
角
川
書
店
一
九
八
七
『
琉
球
国
使
節
渡
来
の
研
究
』
吉
川
弘
文
館
琉
球
政
府
（
編
集
・
発
行
）
一
九
六
八
『
沖
縄
県
史
第
Ⅲ
巻
資
料
編
Ⅱ
旧
慣
調
査
資
料
』
横
山
學 二○
○
八
『
琉
球
を
中
心
と
し
た
東
ア
ジ
ア
に
お
け
る
物
流
構
造
』
（
科
学
研
究
費
補
助
金
〈
基
盤
研
究
Ｃ
〉
課
題
番
号
一
七
五
二
○
四
五
六
）
神
戸
女
学
院
大
学
一
九
八
二
『
琉
球
使
者
の
江
戸
上
り
』
第
一
書
房
（
南
島
文
化
叢
書
４
）
（得能壽美）
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［
型
］
八
重
山
へ
の
公
の
「
調
文
」
Ⅱ
③
表
Ａ
ｌ
２
当夏より来夏便迄一一皆同積登候様可被取計侯、是迄冠船二付而行大粧之御用物相調候上、又候江戸立御用物
調方別而可及難儀候得共、御先規難差欠御用品候［］を以、屹与引励随分注文通位宜敷相調御要用全相
弁
候
様
、
精
々
可
被
致
下
知
候
、
此
段
申
越
候
、
以
上
但、江戸蔵役・書役者来春上国仕侯付、右面々注文品者当夏便二積登候様無之候而者間二不合候間、其心得
可
有
之
候
戌
二
月
十
一
日
識
名
親
雲
上
小
禄
親
方
八
重
山
島
／
在
番
求
摩
茶
弐
俵
内
〈
□
番
乗
船
々
頭
西
銘
筑
登
之
預
り
／
壱
俵
御
調
文
拝
慶
田
城
に
や
乗
船
々
頭
伊
志
□
筑
登
之
預
り
／
壱俵但、弐行運賃も畏元二而相渡置候ハ、其［］可被下候〉
右
之
用
物
一
、
額
板
三
ッ
分
、
長
四
尺
、
上
壱
尺
六
寸
以
上
、
ア
壱
寸
完
但、桑・浜桑之間、□木成二悪
調
文
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但、但、
、汀正 、」ﾛＬ】
「
桑
茶
台
木
三
束
分
但、板ニシテ拾弐枚、長一一一尺、上六寸、ア壱寸一一一分完
一
、
同
菓
子
皿
木
三
束
分
但、板ニシテ拾弐枚、長一一一尺五寸、ヒセ寸、ア壱寸五分完
『
同
鞍
木
弐
敷
分
一
、
椰
子
弐
拾
ヲ
但、大小共取交候而
但
、
大
小
「
貝
之
類
但、於大和御進物用侯間、大小無構珍敷品より見合候而
一
、
桑
椀
具
木
弐
束
分
但、四シ入椀調用候間、切数又者大小二而も相済申候
一
、
同
湯
□
飯
鉢
木
弐
通
分
完
但
、
右
同
断
一
、
千
海
馬
三
拾
斤
掛床板六対分、
右
同
断
長
五
尺
、
上
六
寸
、
ア
壱
寸
完
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［
価
］
八
重
山
へ
の
公
の
「
注
文
」
Ⅱ
③
表
Ａ
ｌ
１
一
、
三
味
線
木
六
丁
分
「
木
あ
た
ん
長
弐
丈
但、茶入・宝蔵・香合調用候問、切数又者大小二而茂不苦
右者浦添王子御上国二付御進物御用侯間、乍御厄害御調達早便右御差登被下度御肝煎頼上候、以上
戌
二
月
使
賛
／
内
間
里
之
子
親
雲
上
勝
連
里
之
子
親
雲
上
湊
川
里
之
子
親
雲
上
花
城
親
雲
上
様
知
念
里
之
子
親
雲
上
様
大
浜
親
雲
上
様
石
垣
親
雲
上
様
宮
良
親
雲
上
様
一 一￣
、、、 注
文白上
布
六
百
三
拾
疋
白
中
布
拾
反
白
下
布
四
拾
反
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『
細
上
布
三
拾
反
、
赤
嶋
但
、
御
蔵
図
等
分
調
一
、
白
細
上
布
四
拾
反
一
、
白
木
棉
布
九
百
三
拾
壱
反
『
牛
角
弐
拾
七
大
形
「
牛
皮
拾
壱
枚
大
形
一
、
黒
木
三
味
線
木
六
丁
分
一
、
桑
木
壱
本
、
長
三
尺
二
六
寸
角
「
ま
あ
ね
之
皮
六
百
斤
右者来子年江戸江御使者被差上候付、御献上・御進上・御進覧御用井万仕立物用侯間、随分入念相調、当夏
右
来
夏
便
迄
之
皆
同
積
登
候
様
可
被
申
渡
候
、
此
段
申
越
候
、
以
上
戌
｜
月
十
一
日
識
名
親
雲
上
八
重
山
島
／
在
番
小
禄
親
方
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［腿］冠船の際の上納未進
桃林寺江五拾日完寺入二準科米
桃
原
与
人
伊
原
間
与
人
桴
海
与
人
花
城
与
人
高
那
与
人
崎
枝
与
人
花
城
目
差
／
翁
長
筑
登
之
桴
海
目
差
／
黒
島
筑
登
之
伊
原
間
目
差
／
宮
良
に
や
高
那
目
差
／
石
垣
に
や
盛
山
目
差
／
古
波
蔵
に
や
桃
原
目
差
／
与
那
覇
に
や
崎
枝
目
差
／
大
浜
に
や
右者今般冠船付、年貢未進取円積登候様申越候付、此程相屯候未進年府井年貢取合弁達方之手筋、去々年吟
味之上村柄次第穀物・諸品を以無不足上納可仕段申出、其通申付置候付、余之村々江行御時節柄之程厚汲受、
兼而手組之程現穀又ハ諸品取合上納方全引結候処、右面々暖村之儀者九石以上四拾（石脱力）余迄段々不足
相立、畢寛下知方不行届所よ里件之次第侯間、相当之御答目被仰付度被申出趣相達遂披露候処、御当地之儀
此程臨時莫大之御物入打続、御蔵方極御□渋成立、最早前後御差繰［］候付、此涯年貢者勿論未進穀迄
茂精々取円積登候様、分ケ而被仰渡趣有之候処其汲受無之、右次第甚以不可然事二而御答目之程茂不軽筈候得
共、此節迄者御宥免一一而、右通被仰付侯問、所遣一一召成、其首尾可被申越候、以上
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［Ⅷ］冠船の際の貢租完納
右者冠船二付而年貢未進全取円積登、御要用相補候様分ケ而被仰越趣有之候処、右者共事暖役人下知厚汲受
出
精
致
下
知
方
百
姓
共
作
業
為
相
働
候
故
、
余
村
一
一
抽
年
貢
・
諸
上
納
物
全
相
調
候
段
、
在
番
・
頭
申
越
之
趣
遂
披
露
候
処
、
殊勝之儀二被思召候、先様猶以出精相働候様可申渡旨御差図二而候、以上
戌
九
月
喜
名
親
雲
上
附、盛山与人事舌去年以前出勤無之段申越付、不及御沙汰候
戌
九
月
八
重
山
島
／
在
番
党
同
小
浜
村
同
同同八
西黒重
表島山
村村島
同同鳩
間
村
耕
作
筆
者
／／／ 
黒石小
島垣渡
にに筑
やや登
之
同
村
同
翁
長
里
之
子
親
雲
上
棚
原
親
方
／
新
本
に
や
／
喜
友
名
に
や
浜
川
親
方
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、
］
江
戸
上
り
延
期
越
置
侯
処
、
江
戸
西
御
丸
炎
上
二
付
、
江
戸
立
被
召
延
、
御
普
請
成
就
之
上
年
限
□
被
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渡
段
此
節
御
国
元
よ
り
申
来
候
、
右
右
通
被
仰
渡
候
間
、
此
段
可
被
申
渡
候
、
以
上
来子年江戸立之筈二而御用之反布・諸品井御使者役々御免銀注文ロロ諸品等当夏右来夏便迄皆同穣登候様申
戌
九
月
八
重
山
島
／
在
番
御
物
奉
行
戌
閏
四
月
付而者都而之反布・諸品調方差扣、年限相知申越候節調達差登候様可被申渡候、此段申越候、以上
八
重
山
島
／
在
番
翁
長
里
之
子
親
雲
上
棚
原
親
方
小
禄
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方
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